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＝
教
育
に
新
聞

を
）
と
い
う
言

葉
を
ご
存
知
の

こ
と
と
思
う
。

小
・
中
・
高
校
生
の
文
字
離
れ

に
歯
止
め
を
か
け
、
活
字
文
化

に
親
し
む
手
段
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
財
団
法
人
・
日
本
新
聞
教

育
文
化
財
団
が
全
国
的
に
展
開

し
て
い
る
運
動
の
こ
と
だ
。

▼
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
記
事
を
ク
ラ

ス
の
皆
で
選
ぶ
。
そ
れ
を
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
素
材
に
す
る
。
こ
う

し
た
や
り
方
を
通
じ
生
徒
た
ち

は
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
、
自

分
な
り
の
意
見
や
考
え
方
を
持

つ
よ
う
に
な
る
。
そ
う
い
っ
た

効
果
が
期
待
で
き
る
。

▼
大
学
生
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
大
い
に
新
聞
を
読
ん
で
ほ

し
い
と
思
う
。
勉
学
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
卒
業
後
の
進
路
を

決
め
る
う
え
で
も
、
社
会
の
動

き
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。
新
聞

を
丹
念
に
読
め
ば
、
必
ず
や
得

る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。
Ｎ
Ｉ

Ｅ
発
祥
の
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

で
は
大
学
生
を
対
象
に
し
た
Ｎ

Ｉ
Ｅ
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
意
義
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

▼
記
事
だ
け
で
は
な
い
。
新
聞

広
告
だ
っ
て
社
会
と
つ
な
が
っ

て
い
る
。
今
夏
、
あ
る
大
手
の

求
人
求
職
情
報
サ
ー
ビ
ス
会
社

が
打
ち
出
し
た
新
聞
広
告
も
そ

の
ひ
と
つ
だ
。
中
央
に
「
起
き

ろ
。
大
学
３
年
生
」
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
コ
ピ
ー（
宣
伝
文
句
）

が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

▼
そ
の
下
に
は「
就
職
活
動
は
、

結
局
は
出
身
大
学
で
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
い
う
定
説
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
現
実
で
も
何
で
も

な
い
」
「
優
れ
た
企
業
ほ
ど

『
本
気
で
世
の
中
を
良
く
し
た

い
』
と
思
っ
て
い
る
若
者
の
波

動
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
る

も
の
だ
」
と
い
う
文
章
も
。
大

学
３
年
生
を
元
気
づ
け
る
檄
文

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
コ
ピ
ー
に
な
ら
っ
て
言
お

う
。「
新
聞
を
読
ん
で
、
起
き

ろ
！

文
理
大
生
」
と
。

徳 島 文 理 大 学

アドミッションズ・オフィス

徳島市山城町
〒770–8514

薛 0120–602–455

量
の
よ
く
整
理
さ
れ
た
知
識

（
正
解
の
あ
る
問
題
）
を
理
解

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
が
、
大

学
で
は
未
整
理
の
大
量
の
知
識

の
中
か
ら
問
題
を
発
見
し
た

り
、
知
識
を
整
理
し
た
り
す
る

方
法
、
あ
る
い
は
、
問
題
解
決

に
必
要
な
知
識
を
見
い
だ
し
た

り
、
生
産
し
た
り
す

る
方
法
を
体
得
す
る

こ
と
が
学
び
の
目
標

で
す
。
い
わ
ば
、
高

校
ま
で
は
受
け
身
の

学
習
で
す
が
、
大
学

で
は
「
自
ら
学
ぶ
、

学
ぶ
方
法
を
学
ぶ
」
と
い
う
主

体
的
・
能
動
的
な
学
習
者
に
変

身
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高

校
か
ら
大
学
へ
の
移
行
過
程
に

含
ま
れ
て
い
る
、
こ
の
不
連
続

性
に
戸
惑
っ
て
、
立
ち
す
く
ん

で
し
ま
う
新
入
生
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
初
年
次
教
育
に
お
い

て
、
新
入
生
の
無
用
な
不
安
を

緩
和
し
、
大
学
で
の
生
活
と
学

び
に
適
応
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
学
の

建
学
精
神
や
校
風
、
新
し
い
人

間
関
係
に
適
応
し
、
ま
た
、
大

学
で
の
学
び
に
必
要
な
具
体
的

な
学
習
技
術
を
習
得
さ
せ
る
こ

と
が
そ
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
主
体
的
な
学
習
者
に

な
る
た
め
に
は
、
学
び
の
お
も

し
ろ
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
機
会

を
い
ろ
い
ろ
と
設
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

徳
島
文
理
大
学
で
は
、
こ
れ

ま
で
、
各
学
部
に
お
い
て
入
学

直
後
に
、
新
入
生
に
対
す
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
大
学
（
お
よ
び
当
該
学
部
）

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、ま
た
、

専
門
教
育
に
必
要
な
基
礎
学
力

を
初
年
次
の
う
ち
に
修
得
し
て

も
ら
う
努
力
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。ま

た
現
在
の
大
学
で
は
多
様

な
形
態
の
入
学
試
験
を
行
う
こ

と
が
推
奨
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
入
生

は
、
学
習
目
的
、
学
習
習
慣
、

学
力
、
学
習
動
機
な
ど
の
点
に

お
い
て
、
極
め
て
多
様
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
学

生
を
対
象
と
す
る
教
育
は
、
均

質
な
学
生
集
団
の
教
育
よ
り
も

難
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
初
年
次
教
育
を

各
学
部
・
学
科
や
個
々
の
教
員

の
力
量
に
依
拠
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
っ
て
、

大
学
と
し
て
組
織
的

な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
平
成

19
年
度
に
全
学
組
織

と
し
て
、「
大
学
教

育
開
発
機
構
」
を
設
置
し
、
そ

の
中
の
一
般
教
育
研
究
部
会
に

お
い
て
、
初
年
次
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
充
実
・
改
善
を
始
め

ま
し
た
。

そ
の
嚆
矢
（
こ
う
し
）
と
し

て
、
全
１
年
生
を
対
象
と
す
る

「
徳
島
文
理
学
」
と
い
う
科
目

を
設
け
、「
徳
島
文
理
大
学
の

の
歴
史
と
建
学
精
神
」、「
大
学

と
は
」
を
講
義
し
ま
し
た
。
つ

い
で
、
大
学
で
の
学
習
ス
キ
ル

や
学
習
習
慣
を
体
得
さ
せ
る
講

義
や
、
大
学
卒
業
後
の
自
分
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
り
を

支
援
す
る
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
研
究
部
会
と

連
携
し
て
、
全
学
共
通
教
育
セ

ン
タ
ー
と
語
学
セ
ン
タ
ー
で

は
、
基
礎
学
力
の
不
足
を
感
じ

る
学
生
を
強
力
に
支
援
す
る
体

制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

今
後
、
初
年
次
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
す
る
と

と
も
に
、
教
員
の
教
育
力
を
一

層
向
上
さ
せ
る
た
め
の
Ｆ
Ｄ

（F
acu
lty
D
ev
elop

m
en
t

）

活
動
や
高
校
と
の
連
携
に
よ
る

入
学
前
教
育
に
も
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

大
学
へ
の
新
入
生
が
経
験
す

る
「
高
等
学
校
か
ら
大
学
へ
の

移
行
過
程
」
に
関
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
は
移
行
過
程
は
不
安
を

伴
う
も
の
で
あ
り
、
人
は
そ
れ

を
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
長
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
強
す
ぎ
る
不
安
を
放
置
す

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

高
校
ま
で
の
学
び
と
大
学
で

の
学
び
に
は
本
質
的
な
差
異
が

あ
り
ま
す
。
高
校
ま
で
は
、
少

初
年
次
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

学
　
長

桐

野

豊

保健福祉学部に
看護学科開設予定
保健福祉学部に
看護学科開設予定

認可 
申請中 
認可 
申請中 

平
成
19
年
度
の
新
し
い
行
事

と
し
て
、
徳
島
文
理
大
学
公
開

講
座
を
「
む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
開
講
し
た
。
こ
の
講

座
は
、
国
際
的
に
も
活
躍
し
て

い
る
日
本
を
代
表
す
る
学
者
、

企
業
の
ト
ッ
プ
を
招
い
て
４
月

か
ら
７
月
ま
で
６
回
に
わ
た
り

講
演
、
討
論
等
を
行
っ
た
。
ま

た
、
地
元
の
飯
泉
県
知
事
や
企

業
の
リ
ー
ダ
ー
を
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
招
き
、
討
論
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
講
座
の
目
的
は
、「
大

学
は
、
知
の
拠
点
と
し
て
地
域

を
活
性
化
す
る
役
割
を
も
っ
て

い
る
。（
東
京
大
学
総
長
小
宮

山
宏
氏：

写
真
左
）」
こ
と
や
、

本
学
の
学
生
や
教
職
員
が
産
学

界
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
直
接
グ
ロ

ー
バ
ル
な
講
演
や
討
論
を
通
じ

桜
の
花
の
咲
く
青
空
の
も

と
、
平
成
19
年
度
入
学
式
が
４

月
６
日
貊
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
８
日
豸
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
多
数
の
関
係
者
が
出
席
す
る

厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
そ
れ
ぞ

れ
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

明
る
い
笑
顔
の
中
に
緊
張
の

表
情
を
漂
わ
せ
た
新
入
生
を
前

に
、
桐
野
豊
学
長
が
入
学
許
可

を
宣
言
し
、「
本
学
は
、
知
の

力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

他
者
を
思
い
や
る
こ
こ
ろ
を
養

い
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
こ

と
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成

し
て
い
き
た
い
。
今
日
の
希
望

に
満
ち
た
気
持
ち
を
持
ち
続
け

て
欲
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、

新
し
い
門
出
を
祝
福
し
た
。
新

入
生
を
代
表
し
て
、
徳
島
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
短
期
大
学
部
の
白

土
公
子
さ
ん
が
「
21
世
紀
の
社

会
で
期
待
さ
れ
、
活
躍
で
き
る

能
力
を
培
い
ま
す
」と
宣
誓
し
、

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、
工
学

部
臨
床
工
学
科
の
野
口
準
一
さ

ん
が
「
学
業
に
精
進
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
宣
言
し
た
。

ま
た
、
村
崎
正
人
理
事
長
は

「
女
も
独
り
立
ち
が
で
き
ね
ば

な
ら
ぬ
」
と
い
う
信
念
を
貫
い

た
学
祖
村
崎
サ
イ
先

生
の
女
子
教
育
に
注

い
だ
情
熱
と
学
園
創

立
１
１
２
年
の
歴
史

と
伝
統
を
有
す
る
本

学
の
「
自
立
協
同
」

の
建
学
精
神
を
説

き
、
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
る
よ
う
、

新
入
生
を
激
励
し

た
。
そ
の
後
、
音
楽

学
部
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
に
合
わ
せ
て

全
員
が
校
歌
を
斉
唱

し
た
。

新
入
生
は
徳
島
キ

ャ
ン
パ
ス
・
香
川
キ

ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て
１
３
１
４

人
。
内
訳
は
大
学
院
・
専
門
職

大
学
院
76
人
、
専
攻
科
25
人
、

第
３
年
次
編
入
学
69
人
、
薬
学

部
１
８
８
人
、
人
間
生
活
学
部

３
７
２
人
、
総
合
政
策
学
部
57

人
、
音
楽
学
部
26
人
、
香
川
薬

学
部
83
人
、工
学
部
１
０
１
人
、

文
学
部
89
人
、
人
間
福
祉
学
部

42
人
、短
期
大
学
部
１
８
６
人
。
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て
学
習
体
験
を
し
、
知
的
好
奇

心
を
高
め
る
こ
と
で
、
視
野
を

広
げ
、
自
分
の
生
き
方
、
あ
り

方
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
こ
の
講
座
は
、
新
入

生
の
「
徳
島
文
理
学
」
や
学

部
・
学
科
の
授
業
の
一
環
と
し

て
も
活
用
し
た
。
さ
ら
に
、
地

域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、

広
く
一
般
市
民
に
も
無
料
で
公

開
し
、
大
き
な
反
響
と
好
評
を

得
た
。
毎
回
の
講
座
に
先
立
っ

て
、
音
楽
学
部
の
教
員
・
学
生

に
よ
る
演
奏
会
を
20
分
程
度
行

い
公
開
講
座
に
華
を
添
え
た
。

全
６
回
の
講
座
の
演
題
、
講
師

等
は
左
表
の
通
り
。

来
年
度
も
ひ
き
続
き
公
開
講

座
を
予
定
し
て
い
る
の
で
期
待

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

街
角
に
次
々
と
オ
ー
プ
ン
す

る
ス
イ
ー
ツ
の
店
や
、
テ
レ

ビ
・
雑
誌
な
ど
で
話
題
と
な
る

お
取
り
寄
せ
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、

お
菓
子
の
魅
力
に
関
心
が
集
ま

る
な
か
、
お
菓
子
づ
く
り
の
職

人
と
し
て
、
今
、「
パ
テ
ィ
シ

エ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

短
期
大
学
部
で
は
平
成
20
年

４
月
、
生
活
科
学
科
生
活
科
学

専
攻
に『
パ
テ
ィ
シ
エ
コ
ー
ス
』

を
新
設
す
る
。
講
義
や
実
習
を

通
し
て
洋
菓
子
・

和
菓
子
と
い
っ
た

お
菓
子
づ
く
り
を

学
ぶ
と
と
も
に
、

製
菓
や
そ
の
材
料

の
歴
史
・
文
化
・
経
済
的
背
景

に
関
す
る
知
識
な
ど
を
修
得
す

る
と
と
も
に
美
的
感
性
の
育
成

を
め
ざ
す
。
さ
ら
に
お
菓
子
づ

く
り
に
役
立
つ
フ
ー
ド
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
や
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
な
ど
も
学
ぶ
。

ま
た
同
コ
ー
ス
は
、
短
期
大

学
基
準
協
会
か
ら
多
彩
な
科

目
・
履
修
形
態
か
ら
選
べ
る

「
地
域
総
合
科
学
科
」
と
し
て

適
格
認
定
を
受
け
て
い
る
。

回 月日 演　　　　　題 役　　職　　名 講 師 名

１ ４/20
世界の持続的発展と「課
題先進国」日本の役割

東京大学総長 小宮山　宏

２ ５/11
イノベーションとサービ
ス・サイエンス

日本アイ・ビー・エム譁
顧問

丸山　　力

３ ５/25
グローバル化と「人財」
としての日本人

コーン・フェリー・インター
ナショナル米国本社取締役・
日本担当代表取締役社長

橘・フクシ
マ・咲江

４ ６/８

日本経済の行方
譁フジマキ・ジャパン
代表取締役

藤巻　健史

日本医療の行方
東京大学大学院薬学系研究科
客員教授 譁ファストトラック
イニシアティブ代表取締役

木村　廣道

５ ６/22

女性の活力を生かす
メリルリンチ日本証券譁
代表取締役社長

小林いずみ

人材再生への課題と挑戦
譁経営共創基盤
代表取締役（CEO）

冨山　和彦

６ ７/６
技術革新の中核を担う医
薬品産業

アステラス製薬譁
社外取締役

江端　貴子

平
成
20
年
４
月
、
徳
島
キ
ャ

ン
パ
ス
の
保
健
福
祉
学
部
に
看

護
学
科
を
開
設
す
る
。

近
年
、
ま
す
ま
す
進
む
少

子
・
高
齢
社
会
に
お
い
て
、
豊

か
な
高
福
祉
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
人
々
の
健
康
の
増
進
、

住
民
の
生
活
の
質
的
向
上
、
保

健
医
療
の
基
盤
の
充
実
や
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、

医
療
の
高
度
化
や
多
様
化
が
進

む
中
、
福
祉
分
野
と
連
携
し
た

ケ
ア
の
提
供
や
実
践
に
対
す
る

期
待
や
要
求
が
一
段
と
高
ま
っ

て
き
て
お
り
、
健
康
を
支
援
す

る
専
門
職
の
養
成
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
保
健
、
福
祉
の

分
野
の
総
合
的
教
育
研
究
を
め

ざ
し
て
、
人
間
福
祉
学
部
か
ら

保
健
福
祉
学
部
へ
名
称
を
変
更

し
た
。
人
間
福
祉
学
科
に
加
え

て
、
健
康
と
福
祉
の
向
上
に
貢

献
で
き
る
質
の
高
い
看
護
専
門

職
の
養
成
を
行
う
、
看
護
学
科

の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

看
護
学
科
の
入
学
定
員
は
80

人
で
、
看
護
師
、
保
健
師
、
助
産

師
の
国
家
試
験
受
験
資
格
取
得

を
め
ざ
す
。
看
護
師
お
よ
び
保

健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
対
象

者
は
全
員
。
助
産
師
国
家
試
験

受
験
資
格
の
取
得
対
象
者
は
、

20
人
程
度
と
し
、
２
年
次
進
級

の
際
、
各
自
の
希
望
、
適
性
、

学
業
成
績
等
を
勘
案
し
て
選
抜

す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、学
士
課
程
で
看
護
師
、

保
健
師
、
助
産
師
の
国
家
試
験

受
験
資
格
が
取
得
で
き
る
。

本
学
は
、
総
合
大
学
と
し
て

従
来
か
ら
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
、
臨
床
工
学
技
士
、
臨
床
心

理
士
、
音
楽
療
法
士
な
ど
の
養

成
課
程
を
置
き
、
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
教
育
の
推
進
に

努
め
て
き
た
。
実

践
科
学
と
し
て
の

看
護
教
育
を
推
進

す
る
上
に
お
い
て

も
、
こ
の
特
質
を

い
か
し
て
い
き
た

い
。
た
と
え
ば
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
、
「
健
康
管

理
概
論
」、「
臨
床

薬
理
学
」、「
臨
床

心
理
概
論
」
な
ど

を
設
け
、
関
係
す

る
学
科
と
の
連
携

を
図
る
。
ま
た
、

「
糖
尿
病
看
護
論
」
や
「
が
ん

看
護
論
」
を
設
け
、
地
域
の
健

康
・
福
祉
に
貢
献
で
き
る
看
護

専
門
職
の
育
成
に
努
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
看
護

職
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に

向
き
合
う
仕
事
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
能
力

や
豊
か
な
人
間
性
、
高
邁
な
倫

理
観
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
「
看
護
倫
理
学
」

等
を
と
お
し
て
、
人
間
教
育
に

も
力
を
入
れ
た
い
。
さ
ら
に
、

臨
地
実
習
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
演
習
科
目
「
臨
床
看
護
実

践
演
習
」
で
も
、
し
っ
か
り
と

実
践
力
を
つ
け
た
看
護
専
門
職

の
養
成
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

平成 
19年度 

入

学

式 

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

東京大学総長小宮山氏（左）、徳島県知事飯泉氏（中央）、
桐野学長による討論会
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科　　　　目 収入の部 科　　　　目 支出の部
学生生徒等納付金収入 9,228 人 件 費 支 出 5,178

手 数 料 収 入 114 教育研究経費支出 1,998

寄 付 金 収 入 57 管 理 経 費 支 出 764

補 助 金 収 入 1,614 施 設 関 係 支 出 4,561

資 産 運 用 収 入 298 設 備 関 係 支 出 1,736

資 産 売 却 収 入 0 資 産 運 用 支 出 2,305

事　　業　　収　　入 199 そ の 他 の 支 出 2,051

雑　　 収　　 入 218 資金支出調整勘定 △204

前 受 金 収 入 1,376 次年度繰越支払資金 6,245

そ の 他 の 収 入 5,364

資金収入調整勘定 △1,863

前年度繰越支払資金 8,029

収 入 の 部 合 計 24,634 支 出 の 部 合 計 24,634

科　　　　目 金　　額
資 産 の 部 合 計 97,672

固 　 定 　 資 　 産 91,133

流 　 動 　 資 　 産 6,539

負 債 の 部 合 計 3,312

固 　 定 　 負 　 債 1,645

流 　 動 　 負 　 債 1,667

基 本 金 の 部 合 計 100,233

消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △5,873

負債の部・基本金の部および
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 97,672

表Ⅰ　資金収支計算書 （単位：百万円）

科　　　　目 収入の部 科　　　　目 支出の部
学生生徒等納付金収入 9,228 人 件 費 支 出 5,184

手 数 料 収 入 114 教育研究経費支出 4,513

寄 付 金 収 入 223 管 理 経 費 支 出 1,010

補 助 金 収 入 1,614 資 産 処 分 差 額 434

資 産 運 用 収 入 298 徴 収 不 能 額 0

資 産 売 却 収 入 0

事 業 収 入 199

雑　　 収　　 入 211

帰 属 収 入 合 計 11,887

基本金組入額合計 △5,209

消費収入の部合計 6,678 消費支出の部合計 11,141

当年度消費支出超過額 4,463

前年度繰越消費支出超過額 1,409

翌年度繰越消費支出超過額 5,873

表Ⅱ　消費収支計算書 （単位：百万円）

※表蠢・表蠡の計算期間は、平成18年４月１日
から平成19年３月31日まで
※表蠱は平成19年３月31日現在
※各計数は単位未満を四捨五入
※資金収入調整勘定…期末未収入金および前期
末前受金を調整
※資金支出調整勘定…期末未払金および前期末
前払金を調整

表Ⅲ　貸借対照表 （単位：百万円）

こ
れ
ま
で
に
、
文
部
科
学
省

私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
事

業
・
社
会
連
携
事
業
や
経
済
産

業
省
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
業
な
ど
の
支
援
を
受
け
て

産
学
官
連
携
の
も
と
機
能
性
糖

脂
質
の
基
礎
・
応
用
研
究
を
推

進
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果

を
基
盤
に
四
国
を
拠
点
と
し
た

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
、

バ
イ
オ
技
術
に
よ
る
機
能
性
糖

脂
質
の
開
発
・
技
術
（
知
財
）
移

転
・
製
造
・
販
売
を
目
的
に
香

川
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
自
然

免
疫
応
用
技
研
」を
設
立
し
た
。

今
回
開
発
し
た
天
然
物
素
材

（
小
麦
醗
酵
抽
出
物
）
は
、
感

染
防
除
を
目
的
と
し
た
畜
産
・

水
産
飼
料
向
け
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
改
善
す
る
た
め
の
機
能

性
食
品
向
け
、
ア
ト
ピ
ー
や
乾

燥
肌
を
改
善
す
る
ス
キ
ン
ケ
ア

用
品
向
け
な
ど
幅
広
く
活
用
で

き
る
素
材
で
、
す
で
に
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
関
連
し
て
バ

イ
オ
の
甲
子
園
と
い
わ
れ
る
第

７
回
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
、
四
国

平
成
18
年
10
月
、
香
川
薬
学

部
に
寄
付
講
座
「
セ
ン
カ
創
薬

実
践
科
学
講
座
」を
開
設
し
た
。

寄
付
講
座
と
は
個
人
ま
た
は
団

体
の
寄
附
を
も
っ
て
基
礎
的
経

費
を
賄
う
講
座
等
で
、
学
部
お

よ
び
研
究
科
等
の
大
学
院
組
織

等
、
教
育
研
究
を
行
う
組
織
に

設
置
さ
れ
る
も
の
を
さ
す
。

寄
附
者
で
あ
る
セ
ン
カ
・
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
平
成
16
年
４

月
よ
り
、
既
に
新
薬
開
発

へ
向
け
て
の
共
同
研
究
が

開
始
さ
れ
て
い
た
。
当
時

セ
ン
カ
が
長
年
探
索
を
続

け
て
き
た
生
理
活
性
物
質

の
構
造
決
定
が
最
終
段
階

を
迎
え
て
お
り
、
天
然
よ

り
単
離
さ
れ
た
微
量
生
理

活
性
物
質
の
最
終
的
な
構

造
決
定
を
依
頼
さ
れ
た
解

析
化
学
講
座
は
、
本
学
部

に
当
初
設
置
さ
れ
て
い
た

学
校
法
人
村
崎
学
園
の
平
成

18
年
度
決
算
状
況
は
、（
表
蠢
）

資
金
収
支
計
算
書
、（
表
Ⅱ
）
消

費
収
支
計
算
書
、（
表
Ⅲ
）
貸
借

対
照
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
本

学
園
は
、
平
成
18
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
全
て
の
収
入
お

よ
び
支
出
の
内
容
と
顛
末
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
資
金
収
支

計
算
を
行
っ
て
お
り
、
前
会
計

年
度
を
含
む
全
て
の
収
入
お
よ

び
支
出
か
ら
当
会
計
年
度
に
属

す
る
収
支
の
み
に
修
正
を
し
て

計
算
し
た
も
の
が
「
資
金
収
支

計
算
書
」
で
あ
る
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
は
、

当
会
計
年
度
の
本
学
園
の
負
債

と
な
ら
な
い
収
入（
帰
属
収
入
）

か
ら
、
基
本
金
に
組
み
入
れ
る

額
を
控
除
し
た
収
入
（
消
費
収

入
）
と
、
当
会
計
年
度
に
お
い

て
消
費
す
る
資
産
の
取
得
価
額

お
よ
び
当
会
計
年
度
に
お
け
る

用
役
の
対
価
に
基
づ
い
た
支
出

（
消
費
支
出
）
を
計
算
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
基
本
金
）
は
、
学
校
法
人

が
そ
の
諸
活
動
の
計
画
に
基
づ

き
必
要
な
資
産
を
継
続
的
に
保

持
す
る
た
め
に
維
持
す
べ
き
も

で
は
初
め
て
の
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
。今
後
は
徳
島
文
理
大
学
、

香
川
大
学
ほ
か
と
の
連
携
に
よ

る
研
究
成
果
と
産
学
官
の
技
術

開
発
組
織
を
基
盤
に
製
品
化
し

た
本
素
材
の
有
効
性
を
い
か

し
、
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ

た
展
開
を
進
め
る
方
向
で
、

「
安
全
・
安
心
」「
健
康
・
長
寿
」

「
環
境
と
の
共
利
・
共
生
」
の

基
本
理
念
の
も
と
、
さ
ら
な
る

製
品
開
発
、
応
用
開
発
を
め
ざ

す
。

の
と
し
て
、
そ
の
帰
属
収
入
の

う
ち
か
ら
組
み
入
れ
る
も
の
で

あ
る
。

「
貸
借
対
照
表
」
は
、
資
産

の
部
、
負
債
の
部
、
基
本
金
の

部
、
お
よ
び
消
費
収
支
差
額
の

部
を
設
け
、
当
会
計
年
度
末
の

額
を
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

全
て
は
学
校
法
人
会
計
基
準

に
基
づ
い
て
計
算
お
よ
び
表
記

さ
れ
て
い
る
。

分
析
装
置
を
駆
使
し
て
こ
れ
を

遂
行
し
た
。
さ
ら
に
解
析
化
学

講
座
の
有
機
合
成
チ
ー
ム
に
よ

る
こ
の
化
合
物
の
別
途
合
成
が

完
了
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。近

年
、
薬
物
療
法
に
よ
っ
て

癌
制
圧
を
め
ざ
す
創
薬
研
究
は

目
覚
ま
し
い
進
展
を
遂
げ
て
い

る
が
、
未
だ
副
作
用
の
少
な
い

万
能
制
癌
剤
の
開
発
に
至
っ
て

い
な
い
。
現
在
本
寄
付
講
座
で

は
有
機
化
学
を
基
盤
と
し
て
病

気
の
治
療
・
予
防
に
有
効
な
化

学
物
質
、
例
え
ば
癌
治
療
薬
を

開
発
・
創
製
す
る
科
学
研
究
等

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
リ
ー
ド

化
合
物
を
天
然
有
機
化
合
物
に

求
め
、
こ
れ
よ
り
抽
出
・
精

製
・
構
造
決
定
・
別
途
合
成
・

活
性
試
験
を
系
統
的
に
行
う
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
優
れ
た
活

性
物
質
の
開
発
を
め
ざ
し
て
い

る
。

香川薬学部研究棟８階
センカ創薬実践科学講座研究室

案
。
そ
の

後
、
脇
町

高
等
学
校

生
２
人
が

参
加
し
、

パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が

な

さ

れ

た
。桐

野
学

長

か

ら

は
、
「
大

学
に
つ
い

て
」
「
現

在
の
科
学

の
特
徴
と

は
」
「
文

理
融
合
に
つ
い
て
」「
教
養
を

身
に
つ
け
る
」
の
４
点
に
つ
い

て
の
話
が
あ
っ
た
。
高
等
学
校

ま
で
は
整
理
さ
れ
た
少
量
の
知

識
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
大
学
で
は
知

の
生
産
と
継
承
が
行
わ
れ
て
お

り
、
研
究
に
基
づ
く
教
育
と
教

育
に
刺
激
を
さ
れ
た
研
究
が
な

さ
れ
る
所
で
あ
る
。
高
等
学
校

と
の
違
い
は
、
知
識
の
量
に
制

限
は
な
く
、
た
く
さ
ん
あ
る
情

報
の
中
か
ら
何
を
受
け
取
れ
ば

い
い
の
か
と
い
う
学
び
方
の
方

５
月
10
日
貅
、
徳
島
県
立
脇

町
高
等
学
校
、
第
１
回
文
化
講

座
に
桐
野
学
長
が
講
師
と
し
て

参
加
し
た
。「
本
物
の
学
問
に

ふ
れ
る
〜
学
際
的
領
域
」
と
題

さ
れ
た
こ
の
講
座
で
は
、
ま
ず

脇
町
高
等
学
校
長
の
阿
部
先
生

か
ら
基
調
提
案
が
あ
り
、
続
い

て
桐
野
学
長
に
よ
る
基
調
提

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

副
学
長
兼
薬
学
部
教
授

の
C
木
博
太
先
生
が
、
亜

州
大
学
（
韓
国
）
医
学
部

生
化
学
・
分
子
生
物
講
座

の
客
員
教
授
に
任
命
さ
れ

た
。
期
間
は
、
２
０
０
７

年
３
月
１
日
か
ら
２
０
０

９
年
２
月
25
日
ま
で
。

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
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脳
の
働
く
仕
組
み
を
理
解

し
、
脳
の
疾
患
を
克
服
す
る
こ

と
は
、
21
世
紀
の
科
学
に
お
け

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
同
時

に
、
現
代
医
療
に
お
け
る
緊
急

の
要
請
で
も
あ
る
。
ま
た
一
般

社
会
に
お
い
て
も
、
脳
に
つ
い

て
の
関
心
は
老
若
を
問
わ
ず
広

く
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
動
向
を
背
景
と
し
て
、

平
成
18
年
に
神
経
科
学
研
究
所

が
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
立
さ

れ
、
平
成
19
年
度
よ
り
４
つ
の

研
究
部
門
（
神
経
生
理
学
部

門
・
組
織
病
理
学
部
門
・
神
経

生
物
学
部
門
・
神
経
薬
理
学
部

門
）
へ
拡
充
さ
れ
た
。
幸
い
な

こ
と
に
同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
神

経
科
学
分
野
の
研
究
者
が
多
く

集
ま
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
15

人
が
香
川
薬
学
部
と
併
任
し
て

活
動
し
て
い
る
。

脳
の
疾
患
に
は
、
シ
ナ
プ
ス

（
神
経
細
胞
間
の
つ
な
ぎ
目
）

に
お
け
る
情
報
伝
達
の
異
常
に

起
因
す
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
よ
う
な
神
経
変
性
症
も
シ
ナ

プ
ス
の
異
常
が
原
因
と
な
っ
て

発
症
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
病
気
は
軈
シ
ナ
プ
ス
病
軣

と
総
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
脳
の
な
か
の
シ

ナ
プ
ス
の
仕
組
み
を
知
る
こ
と

は
、
脳
の
不
思
議
を
理
解
す
る

た
め
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
脳
の
病
気
を
予
防

し
、
さ
ら
に
は
治
療
す
る
た
め

の
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p

副
学
長

木
教
授
が

亜
州
大
学（
韓
国
）

の
客
員
教
授
に

４
月
か
ら
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
諸

機
能
が
理
解
さ
れ
る
と
と
も
に

月
々
の
利
用
頻
度
は
向
上
し
て

い
る
。
特
に
、
学
生
が
自
由
に

使
用
で
き
る
３
階
の
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
は
、４
月
３
７
６
人
、５
月

８
６
１
人
、
６
月
１
４
１
０
人

が
利
用
し
て
い
る
。
授
業
で
も

週
あ
た
り
６
コ
マ
の
授
業
で
１

５
４
人
の
学
生
が
利
用
し
て
い

る
。
同
じ
く
ネ
ッ
ト
で
予
約
で

き
る
グ
ル
ー
プ
利
用
室
は
４
月

15
グ
ル
ー
プ
、
５
月
は
20
グ
ル

ー
プ
、
６
月
が
15
日
ま
で
に
38

グ
ル
ー
プ
が
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
室

は
、
主
と
し
て
動
画
や
Ｗ
ｅ
ｂ

デ
ザ
イ
ン
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を

作
成
す
る
た
め
の
授
業
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。
週
あ

た
り
11
コ
マ
の
授
業

で
２
４
７
人
の
学
生

が
利
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
ス
タ
ジ
オ
や
ス
タ

ジ
オ
型
講
義
室
は
メ

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

科
を
中
心
に
授
業
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
学
生
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
等
で
紹
介
し

て
い
る
。
今
後
と
も

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の 

　
　
　

　
　
　
利
用
状
況
に
つ
い

利
用
状
況
に
つ
い
て 

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の 

　
　
　
利
用
状
況
に
つ
い
て 

７
月
13
日
貊
、
本
学
香
川
薬

学
部
と
香
川
大
学
医
学
部
が
学

術
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。

当
日
は
、
本
学
の
村
崎
正
人

理
事
長
と
香
川
大
学
田
港
朝
彦

医
学
部
長
に
よ
る
協
定
書
へ
の

署
名
が
、
双
方
の
関
係
者
ら
８

人
が
出
席
の
も

と
行
わ
れ
た
。

本
学
が
香
川

大
学
と
学
術
交

流
協
定
を
結
ぶ

の
は
初
め
て

で
、
薬
学
・
医

学
分
野
に
お
い

て
全
面
的
な
協

力
体
制
を
強
化

し
、
教
育
と
研

究
の
充
実
が
図

れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
。

こ
の
協
定
に

よ
り
、
香
川
薬

学
部
生
の
臨
床

実
習
の
場
の
確

保
や
、
質
の
高

い
学
習
環
境
を
学
生
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

今
後
は
、
医
学
と
薬
学
の
最

新
研
究
情
報
を
共
有
し
、
地
域

医
療
研
究
の
総
合
拠
点
を
め
ざ

す
と
と
も
に
、
香
川
県
民
の
健

康
と
福
祉
の
増
進
に
も
寄
与
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

法
論
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
、
現
代
の
教
養
と
呼

べ
る
情
報
収
集
あ
る
い
は
発
信

す
る
た
め
の
Ｉ
Ｔ
技
術
と
世
界

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
の
英
語
能
力
が
重

要
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。と
く
に
、

脳
に
関
連
し
た
創
薬
を
達
成
し

て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

薬
学
に
お
け
る
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

神
経
科
学
研
究
所
で
は
、
脳

の
仕
組
み
を
研
究
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
シ
ナ
プ
ス

病
の
発
症
す
る
仕
組
み
や
治
療

法
を
究
明
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
研
究
所
員
の
努
力
を

傾
注
し
て
い
く
。
生
化
学
、
生

理
薬
理
学
、
組
織
学
か
ら
行
動

科
学
と
多
彩
な
方
法
論
を
採
用

す
る
研
究
者
が
参
加
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
質
を
融
合
し
な
が

ら
総
合
的
に
脳
の
問
題
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
現
代
社
会
に
お
け
る
健

康
の
維
持
お
よ
び
疾
病
の
克
服

に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
と
も
本
研
究

所
へ
多
大
な
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

を
切
に
お
願
い
し
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
利
用
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。

P
P
P
P
P
P
P
P

香
川
薬
学
部
が
香
川
大
学
医
学
部
と 

学
術
交
流
締
結 

香川キャンパスに
神経科学研究所を

設置

センカ・
ファーマシー

による
寄付講座を開設

香川薬学部 

センカ・
ファーマシー

による
寄付講座を開設

香川薬学部 

脇町高等学校

第１回文化講座に

桐野学長が参加

脇町高等学校

第１回文化講座に

桐野学長が参加

脇町高等学校

第１回文化講座に

桐野学長が参加
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Ｆ

Ｄ

（F
a
c
u
l
t
y

D
evelopm

ent

）
と
は
大
学
な

ど
の
教
育
機
関
に
お
け
る
「
教

員
（facu

lty

）
の
資
質
向
上

（d
ev
elop
m
en
t

）」
を
目
的
と

し
た
組
織
的
な
活
動
の
こ
と
だ

が
、
本
学
で
は
従
来
か
ら
こ
の

Ｆ
Ｄ
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
平
成
18
年
度
は
お

も
に
一
般
教
養
科
目
担
当
の
教

員
７
人
か
ら
な
る
Ｆ
Ｄ
委
員
会

を
中
心
と
し
て
月
例
の
研
究
会

を
開
き
、
教
育
活
動
の
改
善
を

可
能
に
す
る
方
法
に
つ
い
て
研

究
・
審
議
し
た
。
２
月
に
は
教

職
員
融
合
の
た
め
の
全
体
研
修

会
と
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

京
都
の
教
育
事
業
部
長
で
同
志

社
大
学
教
授
の
山
内
信
幸
先
生

に
よ
る
講
演
「
大
学
教
育
改
革

へ
の
道
標
―
『
評
価
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、

『
な
ぜ
』
か
ら
説

き
起
こ
す
―
」
を

開
催
し
、
活
動
の

総
ま
と
め
を
行
っ

た
。各

学
部
に
お
い

て
Ｆ
Ｄ
活
動
を
徹

底
す
る
と
同
時

に
、
学
外
で
行
わ

れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
教
員
・
職
員
と

も
に
参
加
す
る
な

ど
、
本
年
度
も
全

学
的
な
研
修
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。
Ｆ
Ｄ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

機
関
に
応
じ
た
多
種
多
様
な
活

動
が
含
ま
れ
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
教
員
研
修
、
教
育
活
動

を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
シ
ス

テ
ム
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入

と
そ
の
有
効
活
用
、
学
生
に
よ

る
授
業
評
価
と
そ
の
結
果
に
基

づ
く
教
育
改
善
な
ど
が
そ
の
例

で
あ
る
。
本
学
で
は
「
自
立
協

同
」
の
建
学
精
神
の
も
と
、
学

生
の
み
な
さ
ん
が
充
実
し
た
学

び
を
得
て
、
そ
し
て
将
来
、
確

固
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
持
つ
社
会
人
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め

に
、
全
教
職
員
が
こ
の
よ
う
な

研
修
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

「
世
界
一
」
と
は
大
げ
さ
で

す
。
た
だ
、
日
頃
工
夫
を
凝
ら

す
授
業
の
こ
と
を
思
え
ば
う
れ

し
い
。
実
際
は
、
６
月
23
日
貍
、

日
本
テ
レ
ビ
で
８
時
頃
か
ら
の

番
組
、
３
時
限
の
「
不
老
不
死

の
サ
イ
エ
ン
ス
、
驚
き
の
超
最

先
端
医
療
」へ
の
出
演
で
し
た
。

新
書
本
「
不
老
不
死
の
サ
イ
エ

ン
ス
」
が
縁
で
し
ょ
う
か
、
民

放
か
ら
出
演
依
頼
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
し
た
。
不
老
不
死
の
達

成
を
断
言
す
る
よ
う
迫
ら
れ
て

断
る
こ
と
が
多
い
中
、
今
回
は

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
撮
影
に
来

て
、
何
度
も
相
談
、
改
変
し
て

く
れ
る
熱
心
さ
に
打
た
れ
て
引

き
受
け
ま
し
た
。

私
か
ら
の
条
件
、
編
集
で
嘘

を
言
わ
な
い
こ
と
は
「
あ
る
あ

る
事
件
」
の
後
だ
っ
た
の
で
す

ん
な
り
。
二
つ
目
は
大
学
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
し
た
。
い
つ
も

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
違
っ
て
心
得
顔
で

す
。収

録
は
１
時
間
近
く
、
台
本

が
用
意
さ
れ
た
の
に
は
参
り
ま

し
た
。
麻
木
久
仁
子
さ
ん
が
お

肌
を
気
に
す
る
シ
ー
ン
に
「
明

工
学
部
で
は
、
学
生
が
自
由

時
間
を
で
き
る
だ
け
学
内
で
有

意
義
に
過
ご
す
機
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
学
生
の
居
場
所
（
コ

ン
ビ
ニ
・
ラ
ボ
）
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
準
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
課
外
活
動
の
促

進
・
活
発
化
を
め
ざ
し
て
、
体

験
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
学
生
運

営
委
員
を
主
体
に
、
教
員
も
助

言
・
指
導
な
ど
で
加
わ
り
、
毎

月
開
催
の
行
事
の
企
画
か
ら
、

準
備
、
運
営
、
後
片
付
け
の
イ

ベ
ン
ト
活
動
と
特
定
の
テ
ー
マ

の
も
と
に
、
仲
間
を
募

り
自
分
た
ち
の
興
味
、

夢
、
希
望
等
の
実
現
に

向
け
て
活
動
を
行
う
テ

ー
マ
活
動
が
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
活
動
の
例

で
は
、紙
飛
行
機
大
会
、

技
術
講
演
会
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
工
場

見
学
会
な
ど
の
行
事
を

毎
月
１
回
開
催
し
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
体

験
を
通
し
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、
重
要
さ
、

難
し
さ
を
味
わ
い
、
苦
し
み
な

が
ら
成
長
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
活
動
で
は
、
ゴ
ー
カ

ー
ト
の
製
作
、
水
質
調
査
、
サ

ー
バ
の
構
築
等
の
８
つ
の
テ
ー

マ
に
30
数
名
の
学
生
が
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
年
度
か
ら
「
平
賀
源
内
先

生
こ
ど
も
科
学
教
室
」
に
も
参

加
し
、
紙
飛
行
機
の
製
作
、
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
ラ
ジ
オ
の
製
作
、

ク
リ
ッ
プ
モ
ー
タ
の
製
作
な
ど

毎
月
１
回
、
学
生
た
ち
は
子
ど

も
た
ち
へ
の
指
導
・
助
言
に
生

き
生
き
と
携
わ
っ
て
い
る
。

●
丸ま
る

林ば
や
し

英
俊
ひ
で
と
し

先
生

q
徳
島
県
　
w
山
口
大
学
文
理
学
部

e
理
学
博
士
　
r
鳴
門
教
育
大
学
教
授

（
元

附
属
中
学
校
長

併
任
）
t
教

授
・
一
般
総
合
科
目

●
山
下
や
ま
し
た

眞ま

盛も
る

先
生

q
岡
山
県
　
w
関
西
外
国
語
大
学
外
国

語
学
部
　
r
元
Ｊ
Ｔ
Ｂ
勤
務（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
支
店
長

他
）、

大
谷
山
荘
「
別
邸
音オ
ト

信ズ
レ

」
支
配
人

t
教
授
・
大
学
･
一
般
総
合
科
目
、
総

務
ユ
ニ
ッ
ト
部
長
兼
国
際
交
流
グ
ル
ー

プ
長

●
寄よ
り

田た

啓み
ち

夫お

先
生

q
山
口
県
　
w
広
島
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
博
士
課
程
　
r
香
川
大
学
教

授（
教
育
学
部
）
t
教
授
・
人
間
生
活

学
部

●
岩
重
い
わ
し
げ

博
文
ひ
ろ
ふ
み

先
生

q
山
口
県
　
w
広
島
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
修
士
課
程
　
e
工
学
博
士

r
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教

授
　
t
教
授
・
人
間
生
活
学
部

●
武た
け

田だ

珠た
ま

美み

先
生

q
愛
媛
県
　
w
お
茶
の
水
女
子
大
学
大

学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
e
博
士（
生

活
科
学
）
r
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
短
期

大
学
部
教
授
　
t
教
授
・
人
間
生
活
学

部●
伊い

東と
う

進
す
す
む

先
生

q
京
都
府
　
w
徳
島
大
学
医
学
部

e
医
学
博
士
　
r
徳
島
大
学
医
学
部
教

授
　
t
教
授（
学
部
長
）・
人
間
福
祉
学

部●
玉
有
た
ま
あ
り

繁
し
げ
る

先
生

q
徳
島
県
　
w
京
都
大
学
法
学
部

r
徳
島
県
企
画
総
務
部
付

財
団
法
人

と
く
し
ま
地
域
政
策
研
究
所
出
向

t
教
授
・
総
合
政
策
学
部

●
田た

仲な
か

浩
平
こ
う
へ
い

先
生

q
福
岡
県
　
w
九
州
工
業
大
学
大
学
院

生
命
体
工
学
研
究
科
博
士
前
期

r（
学
）産
業
医
科
大
学
病
院
Ｍ
Ｅ
管
理

科
主
任
　
t
教
授
・
工
学
部

●
伊
井
い

い

邦く
に

雄お

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
医
学
部

e
医
学
博
士
　
r
特
定
医
療
法
人
深
田

記
念
会
松
井
病
院
日
本
脳
神
経
研
究
所

副
院
長
　
t
教
授
・
工
学
部

●
亀か
め

井い

き
み
江え

先
生

q
徳
島
県
　
w
お
茶
の
水
女
子
大
学
理

学
部
　
r
徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校
長

t
准
教
授
・
一
般
総
合
科
目
、
教
育
研

究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
副
部
長
学
務
グ
ル
ー

プ
担
当

●
野
路
の

じ

征
昭
ま
さ
あ
き

先
生

q
千
葉
県
　
w
千
葉
大
学
大
学
院
薬
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
e
博
士（
薬

学
）
r
千
葉
大
学
大
学
院
薬
学
研
究

院
助
手
　
t
准
教
授
・
薬
学
部

●
峯
崎

み
ね
さ
き

征
隆

ゆ
き
た
か

先
生

q
徳
島
県
　
w
大
阪
大
学
大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
r
京
都

大
学
情
報
学
研
究
科
助
手
　
t
講
師
・

一
般
総
合
科
目

●
田
子
た

ご

孝
仁
た
か
ひ
と

先
生

q
福
島
県
　
w
筑
波
大
学
大
学
院
人
間

総
合
科
学
研
究
科
博
士
課
程

t
講

師
・
一
般
総
合
科
目

●
リ
デ
ィ
ア
・
ト
ッ
ド
　
先
生

q
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
w
タ
ス
マ
ニ
ア

大
学
教
育
学
デ
ィ
プ
ロ
マ
　
r
英
語
教

師

B
E
in
te
rn
a
tio
n
a
l

学
校
　
t
客

員
講
師
・
一
般
総
合
科
目

●
福ふ
く

井い

朗
人
あ
き
ひ
と

先
生

q
徳
島
県
　
w
龍
谷
大
学
文
学
部

r（
学
）生
光
学
園

生
光
学
園
高
等
学

校
教
諭
　
t
助
教
・
一
般
総
合
科
目
、

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
・
オ
フ
ィ
ス
事
務

職
員

●
八
木
や

ぎ

康
行
や
す
ゆ
き

先
生

q
兵
庫
県
　
w
岡
山
大
学
大
学
院
自
然

科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
e
博
士

（
薬
学
）
r（
株
）日
本
触
媒
嘱
託
研
究

員
　
t
助
教
・
薬
学
部

●
門か
ど

田た

佳よ
し

人と

先
生

q
愛
媛
県
　
w
徳
島
大
学
大
学
院
薬
科

学
教
育
部
博
士
後
期
課
程
　
e
博
士

（
薬
学
）
t
助
教
・
薬
学
部

●
山
本
や
ま
も
と

博
文
ひ
ろ
ふ
み

先
生

q
山
口
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
大
学
院

薬
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
e
博
士

（
薬
学
）
t
助
教
・
薬
学
部

●
跡あ
と

部べ

一
孝
か
ず
た
か

先
生

q
福
岡
県
　
w
徳
島
大
学
大
学
院
薬
科

学
教
育
部
博
士
後
期
課
程
　
e
博
士

（
薬
学
）
t
助
教
・
香
川
薬
学
部

●
小
田
お

だ

切ぎ
り

猛
た
け
し

先
生

q
香
川
県
　
w
香
川
県
立
高
松
工
芸
高

等
学
校
　
r
香
川
県
立
志
度
高
等
学
校

勤
務
　
t
実
験
助
手
・
工
学
部

●
稲い
な

生し
よ
う

正
徳
ま
さ
の
り

先
生

q
徳
島
県
　
w
徳
島
大
学
教
育
学
部

r
元

徳
島
市
八
万
中
学
校
長
・
徳
島

市
勝
占
中
部
公
民
館
長
　
t
講
師
・
保

育
科
、
教
育
・
研
究
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
全

学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
課
長

●
井
上
い
の
う
え

正
信
ま
さ
の
ぶ

先
生

q
徳
島
県
　
w
早
稲
田
大
学
大
学
院
政

治
学
研
究
科
修
士
課
程
　
r
元

徳
島

県
立
川
島
高
等
学
校
長
・
徳
島
県
立
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
　
t
准
教
授
・

生
活
科
学
科
、
総
務
ユ
ニ
ッ
ト
副
部
長

兼
庶
務
・
渉
外
グ
ル
ー
プ
長

●
室む
ろ

屋や

恵
め
ぐ
み

先
生

q
鹿
児
島
県
　
w
徳
島
文
理
大
学
人
間

生
活
学
部
　
t
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
・

オ
フ
ィ
ス
事
務
職
員

q
本
籍

w
最
終
校

e
博
士
号

r
前
任

t
所
属
等

新
任
教
職
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k

「ロードスターの開発秘話」
マツダ譁貴島孝雄主査

７
月
５
日
貅
に
香
川
県
高
松

市
の
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
に
お
い

て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
（
高
松
信
用
金
庫
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
香
川
薬
学
部
お
よ

び
神
経
科
学
研
究
所
が
共
同
出

展
し
た
。
本
フ
ェ
ア
は
香
川
県

内
を
中
心
と
し
た
企
業
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
が
主

目
的
だ
が
、
大
学
と
し
て
は
産

学
連
携
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の

場
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

た
。参
加
し
た
企
業
は
約
70
社
、

公
的
機
関
は
８
機
関
、
大
学
は

本
学
の
ほ
か
に
香
川
大
学
と
高

松
大
学
の
計
３
大
学
で
あ
る
。

香
川
薬
学
部
お
よ
び
神
経
科

学
研
究
所
が
出
展
し
た
内
容
は

次
の
と
お
り
。

『
四
国
・
瀬
戸
内
地
域
の
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
振
興
の
知
的
拠

点
化
を
め
ざ
し
て
』

※
21
世
紀
の
今
、
知
識
集
約
型

産
業
の
振
興
が
望
ま
れ
る
。

※
医
療
・
薬
学
に
連
な
る
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
を
立
ち
上

げ
る
。

◎
重
厚
長
大
型
の
設
備
投
資

や
産
業
立
地
も

不
要

◎
独
自
性
の
高

い
ア
イ
デ
ア
で

付
加
価
値
を
高

め
る
狙
い

◎
平
賀
源
内
、

長
井
長
義
を
輩

出
し
た
四
国
は

振
興
の
地
に
ふ

さ
わ
し
い

◎
現
場
か
ら
産

業
・
企
業
人
の

眼
で
掬
い
上
げ

た
ア
イ
デ
イ
ア

と
研
究
者
集
団

の
智
恵
の
融
合

◎
独
創
的
な
技
術
・
産
業
を

創
生
す
る
た
め
の
「
科
学
の

知
と
技
法
」
を
活
用

※
香
川
薬
学
部
と
神
経
科
学
研

究
所
は
、
有
機
化
学
と
神
経
科

学
を
軸
に
豊
富
な
解
析
機
器
を

駆
使
し
て
、
地
域
産
業
と
融
合

し
た
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
新

地
平
を
開
拓
す
る
知
的
拠
点
を

め
ざ
し
て
い
る
。

本
学
の
ブ
ー
ス
に
は
、
多
く

工
学
部
も
発
足
し
て
20
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
発
足

以
来
、
職
業
教
育
の
観
点
か
ら

の
専
門
教
育
を
推
進
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
を
証
明
す
る
た

め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

「
資
格
取
得
」
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
の
種
類
と
し
て
は
、

工
学
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
の
爆
発
的
普
及
と
い
う

よ
う
な
時
代
背
景
も
鑑
み
て
、

「
基
本
情
報
技
術
者
資
格
」
を

強
力
に
推
進
し
て
い
る
。
こ
の

資
格
は
経
済
産
業
省
が
認
定
す

る
国
家
資
格
で
あ
り
、
そ
の
取

得
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
も

授
業
＋
部
内
研
究
ク
ラ
ブ
を
通

じ
て
推
進
し
て
き
た
。
こ
れ
に

加
え
て
、
中
島
賢
一
郎
工
学
部

長
、
小
林
郁
典
講
師
と
さ
ぬ
き

市
の
多
大
な
ご
尽
力
に
よ
り
、

本
年
３
月
、経
済
産
業
省
よ
り
、

さ
ぬ
き
市
が
「
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成

特
区
」
の
認
定
を
受
け
た
。

こ
の
特
区
認
定
に
よ
る
資
格

取
得
へ
の
最
大
の
利
点
は
、
工

学
部
内
開
講
の
「
基
本
情
報
技

術
者
講
座
」
を
受
講
し
て
、
そ

の
修
了
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、

本
番
に
お
け
る
午
前
、
午
後
の

試
験
の
う
ち
の
、
午
前
の
試
験

が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

と
地
域
の
小
学
生
と
の
交
流
の

場
と
な
っ
た
。

本
大
会
に
先
立
ち
、
５
月
12

日
貍
に
こ
ど
も
科
学
教
室
（
主

催：

譛
平
賀
源
内
先
生
顕
彰

会
、
共
催：

工
学
部
）
が
開
催

さ
れ
、
さ
ぬ
き
市
の
小
学
生
30

数
名
が
工
学
部
で
紙
飛
行
機
を

製
作
し
た
。
小
学
生
の
参
加
者

は
紙
飛
行
機
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ペ

イ
ン
ト
を
施
し
て
本
大
会
に
臨

ん
だ
。

こ
ど
も
の
部
と
一
般
の
部
に

分
か
れ
て
飛
行
距
離
・
滞
空
時

間
・
飛
行
機
の
デ
ザ
イ
ン
を
競

い
、
次
の
結
果
と
な
っ
た
。

◎
こ
ど
も
の
部

（
飛
行
距
離
）

１
位：

２
２
・
８
５
ｍ

（
滞
空
時
間
）

１
位：

６
・
６
秒

◎
一
般
の
部

（
飛
行
距
離
）

１
位：
２
６
・
０
４
ｍ

（
滞
空
時
間
）

１
位：

４
・
０
秒

練
習
時
に
う
ま
く
飛
ん
だ
飛

行
機
も
本
番
で
は
思
わ
ぬ
方
向

へ
飛
ん
で
い
く
な
ど
悪
戦
苦
闘

し
た
が
、
楽
し
く
大
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
第
３
回
大

会
で
は
本
大
会
で
の
経
験
を
盛

り
込
ん
だ
す
ば
ら
し
い
紙
飛
行

機
が
現
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て

い
る
。

大学改革を
めざして

大学改革を
めざして

大学改革を
めざして

FDFD活動への取り組みについて活動への取り組みについて FD活動への取り組みについて 

利用した基本情報 
技術者資格取得支援 
利用した基本情報 

技術者資格取得支援 

工学部情報特区 
（さぬき市との協力）を 
工学部情報特区 
（さぬき市との協力）を 

工学部
紙飛行機大会

開催開催

「世界一受けたい授業」
に出演して

香川薬学部　生理化学講座 
三　井　洋　司 

「世界一受けたい授業」
に出演して

香川薬学部　生理化学講座 
三　井　洋　司 

５
月
19
日
貍
に
香
川
キ
ャ
ン

パ
ス
の
体
育
館
に
て
、
第
２
回

目
の
紙
飛
行
機
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
本
大
会
は
大
学
関
係
者

k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k

あ
る
。
こ
の
部
内
講
座
担
当
者

た
ち
は
、
自
ら
も
そ
の
資
格
を

有
し
て
お
り
、
ま
た
学
生
か
ら

教
員
へ
の
授
業
評
価
も
高
い
教

員
で
、
授
業
の
勘
所
、
合
格
の

勘
所
辺
り
も
十
分
に
心
得
て
い

る
。
し
た
が
っ

て
、
受
講
者
の

「
や
る
気
」
さ

え
あ
れ
ば
、
合

格
も
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
は
な
い

だ
ろ
う
。
逆
に

言
う
と
、
「
受

講
者
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
投
与
」
も

非
常
に
重
要
に

な
る
。
参
考
ま

で
に
、
写
真
は

講
座
風
景
で
あ

る
。Ｉ

Ｔ
特
区
制

度
利
用
で
の
基

本
情
報
技
術
者

資
格
取
得
挑
戦

は
本
年
度
か
ら
だ
が
、
経
験
、

実
績
を
積
み
重
ね
な
が
ら
合
格

率
を
上
げ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。
今
後
の
合
格
率
推
移
に
つ

い
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

の
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
な
ら
び
に
製
薬
企
業
な
ど
の

訪
問
が
あ
っ
た
。
文
部
科
学
省

の
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
方
は
翌
６
日
貊
に
早
速
香

川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
く
だ

さ
り
、
香
川
薬
学
部
、
神
経
科

学
研
究
所
お
よ
び
工
学
部
に
お

い
て
意
見
交
換
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
製
薬
企
業
の
方
も
今
後

連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
共
同
研

究
開
発
す
る
課
題
を
探
求
し
て

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

香
川
薬
学
部
お
よ
び
神
経
科

学
研
究
所
は
今
回
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
産
学
連
携
の
道
を

開
き
、
社
会
に
開
か
れ
た
部
局

を
め
ざ
し
て
行
く
。

ら
か
に
皮
膚
の
老
化
で
す
」
は

台
詞
通
り
、
一
卵
性
双
生
児
マ

ナ
カ
ナ
姉
妹
の
遺
伝
子
と
環
境

に
よ
る
寿
命
論
議
は
調
子
に
乗

っ
た
分
カ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

臨
機
応
変
に
し
ゃ
べ
り
、
に

こ
や
か
で
楽
し
げ
な
様
子
は
拾

わ
れ
、
台
詞
が
出
な
く
て
立
ち

往
生
し
た
場
面
は
カ
ッ
ト
。
心

臓
に
細
胞
シ
ー
ト
を
貼
付
け
る

映
像
で
「
…
…
に
成
功
し
て
い

ま
す
」
は
、
別
の
場
面
か
ら
勝

手
に
挿
入
。
編
集
の
妙
も
冷
や

汗
も
の
で
す
。

功
罪
は
あ
り
ま
し
た
が
、
や

っ
て
よ
か
っ
た
。
画
面
に
は
15

分
ほ
ど
徳
島
文
理
大
学
の
名
が

出
て
い
ま
し
た
。
何
よ
り
も
学

生
が
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。顕

微
鏡
で
の
細
胞
撮
影
の
際

に
は
、
当
生
理
化
学
講
座
の
高

橋
准
教
授
、
田
中
助
教
に
よ
る

貢
献
が
大
き
く
、
感
謝
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

πππππππππππππππππππππππ
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「H
ow

can
y
ou

h
elp

old
p
eop

le
in

y
ou

r

com
m
unity?

」

◇
入
賞
（
４
名
）

難
波
　
聖
治
（
人
間
生
活
学

部
　
児
童
学
科
　
２
年
）

門
屋
　
智
美
（
文
学
部
　
英

米
言
語
文
化
学
科
　
３
年
）

河
野
　
梨
沙
（
文
学
部
　
英

米
言
語
文
化
学
科
　
２
年
）

乾
　
真
穂
（
短
期
大
学
部

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
　
１
年
）

＊
最
優
秀
者
２
名
は
、
夏
に
開

催
さ
れ
る
夏
期
カ
ナ
ダ
英
語
研

修
（
24
日
間
）
に
招
待
さ
れ
る
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
や

り
が
い
」
の
あ
る
コ
ン
テ
ス
ト

で
す
。
５
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
の

原
稿
を
、
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
内

容
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、

し
か
も
英
語
で
書
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
原
稿
が
完
成
し
た
ら

発
音
練
習
や
原
稿
の
暗
記
も
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

授
業
の
課
題
や
バ
イ
ト
、
部
活

に
加
え
、
こ
の
作
業
を
こ
な
す

の
に
は
相
当
な
努
力
が
必
要
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
乗

り
越
え
舞
台
の
上
で
ス
ピ
ー
チ

し
た
時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
に
も
同
じ
経
験
を
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。「
や
っ
て

み
な
い
と
何
も
始
ま
ら
な
い
！

や
っ
て
み
た
ら
意
外
な
結
果
が

出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。」
僕

は
そ
れ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し

ま
し
た
。

ま
た
、
原
稿
の
添
削
や
発
音

練
習
に
当
日
ま
で
付
き
合
っ
て

い
た
だ
い
た
先
生
方
に
心
か
ら

本
学
語
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、

８
月
18
日
貍
〜
25
日
貍
８
日
間

の
日
程
で
、
同
時
通
訳
集
中
講

座
を
開
講
す
る
。
同
時
通
訳
訓

練
法
を
利
用
し
た
高
度
な
実
践

的
英
語
能
力
の
養
成
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
シ
ャ
ド
ー
イ
ン

グ
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
、
ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
な
ど

一
連
を
行
う
。
講
師
に
は
、
現

役
同
時
通
訳
者
で
株
式
会
社
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
ズ
の
岡
田
悦

子
先
生
、
関
口
智
子
先
生
を
迎

え
る
ほ
か
本
学
教
員
も
予
定
し

て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
徳
島
文

理
大
学

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

語

学
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L
：

088
-
602
-
8660

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先

生
方
の
指
導
の
お
か
げ
で
、
今

回
す
ば
ら
し
い
結
果
が
出
せ
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

７
月
21
日
貍
か
ら
約
３
週

間
、
カ
ナ
ダ
の
ラ
ン
ガ
ラ
大
学

で
の
語
学
研
修
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
こ
で
の
経
験
を
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
に
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
。

平
成
17
年
に
本
学
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
て
か
ら
、
香

港
城
市
大
学
の
学
生
が
毎
年
文

学
部
に
お
い
て
日
本
語
・
日
本

文
化
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
３

年
目
と
な
る
今
年
も
６
月
25
日

豺
〜
７
月
８
日
豸
ま
で
の
２
週

間
、
日
本
語
専
攻
の
学
生
16
人

が
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

研
修
を
行
っ
た
。
日
本
語
・
日

本
文
化
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従

っ
て
、
午
前
は
日
本
語
の
文

法
・
表
現
を
学
ぶ
ク
ラ
ス
、
午

後
は
日
本
文
化
体
験
と
い
う
こ

と
で
、
う
ど
ん
打
ち
体
験
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
見
学
、
浴
衣
の
着
付
け
、

華
道
体
験
な
ど
を
行
っ
た
。
香

川
県
内
だ
け
で
な
く
、
徳
島
県

で
は
鳴
門
・
渦
の
道
や
四
国
八

十
八
カ
所
の
霊
山
寺
見
学
、
藍

染
め
や
阿
波
踊
り
体
験
な
ど
も

行
っ
た
。

昨
年
こ
の
研
修
に
参
加
し
た

香
港
城
市
大
学
学
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

「
私
に
は
初
め
て
の
外
国
で

日
本
へ
来
た
こ
と
が
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
生

活
と
文
化
は
香
港
と
は
全
然
違

う
と
思
い
ま
す
。

寮
の
生
活
は
初
め
て
で
す
。

こ
の
生
活
は
と
て
も
に
ぎ
や
か

で
す
。
毎
晩
友
だ
ち
と
一
緒
に

話
し
て
、
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
て

７
月
21
日
貍
〜
８
月
13
日
豺

の
24
日
間
、
本
学
の
学
生
11
名

（
第
13
回
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
最
優
秀
者
２
名
を
含

む
）
が
カ
ナ
ダ
で
英
語
研
修
を

受
け
て
い
る
。
午
前
中
は
姉
妹

校
の
ラ
ン
ガ
ラ
大
学
で
英
語
の

授
業
、
午
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
課
外
活
動
に
参

加
、
夜
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
、
と
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

例
年
12
月
に
実
施
し
て
い
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
研
修
」、
今

年
は
12
月
17
日
豺
〜
30
日
豸
ま

で
の
14
日
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歴
史
と
伝
統
を
色
濃
く
残
す
ウ

ィ
ー
ン
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
、
ベ

ネ
チ
ア
、
ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
、
ロ
ー
マ
、
パ
リ
の
７
都

市
を
訪
れ
る
。
昨
年
の
参
加
学

生
か
ら
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
場
所
に
専
属
の
ガ
イ
ド
さ
ん

が
い
て
理
解
し
や
す
か
っ
た
」、

「
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
の
大

き
さ
や
豪
華
さ
に
び
っ
く
り
し

た
」、「
他
の
国
家
に
触
れ
、
他

の
国
家
を
認
め
、
自
分
の
国
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
」、

「
充
実
し
て
い
て
友
達
も
増
え

て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い

る
。
ク
リ
ス
マ

ス
に
本
場
の
飾

り
付
け
を
見
る

こ
と
が
で
き
る

の
も
こ
の
時
期

な
ら
で
は
の
こ

と
。
音
楽
や
名

画
、
き
ら
び
や

か
で
豪
華
な
宮

殿
や
建
築
物
、

崇
高
で
厳
粛
な

教
会
な
ど
に
興

味
が
あ
る
人
は

今
年
の
冬
、
ぜ

ひ
こ
の
研
修
に

参
加
し
よ
う
。

詳
細
と
問
い
合
わ
せ
、
申
込
み

は
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
ま
で
。

（
本
学
教
員
引
率
。
総
合
科
目

２
単
位
付
与
）

本
学
の
協
定
校
へ
留
学
す
る

場
合
、
１
年
間
の
交
換
留
学
制

度
を
利
用
す
る
と
、
留
年
せ
ず

に
卒
業
で
き
る
ば
か
り
で
な

く
、
留
学
先
大
学
の
授
業
料
や

滞
在
費
が
免
除
に
な
る
特
典
が

あ
る
。
現
在
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
、
人
間
生
活
学
部
３
年

生
の
宮
田
佳
奈
さ
ん
が
韓
国
の

檀
國
大
学
で
学
生
生
活
を
送
っ

て
い
る
。
宮
田
さ
ん
の
レ
ポ
ー

ト
を
紹
介
し
よ
う
。

「
日
本
は
学
園
祭
シ
ー
ズ
ン

と
い
う
と
秋
で
す
が
、
こ
こ
韓

国
で
は
今
の
季
節
が
学
園
祭
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
私
の
在
籍
し

て
い
る
檀
國
大
学
も
５
月
15
日

貂
〜
17
日
貅
に
学
園
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。日
本
み
た
い
に
、

学
科
や
サ
ー
ク
ル
ご
と
に
お
店

を
出
し
、
ゲ
ー
ム
を
催
し
た
り

食
べ
物
を
販
売
し
た
り
し
ま

す
。
日
本
語
学
科
は
た
こ
焼

き
・
お
好
み
焼
き
な
ど
の
日
本

の
食
べ
物
や
韓
国
の
食
べ
物
を

販
売
し
て
い
ま
し
た
。
昼
間
は

ど
の
お
店
も
食
べ
物
な
ど
を
販

売
し
て
い
る
の
で
す
が
、
夜
は

一
転
し
て
お
酒
が
飲
め
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ン
ト

で
み
ん
な
と
ご
飯
を
食
べ
な
が

ら
自
分
た
ち
が
楽
し
む
の
で

す
。
こ
の
点
が
日
本
と
は
大
き

く
違
い
、
初
め
は
び
っ
く
り
し

て
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
こ
の
違

い
に
よ
っ
て
改
め
て
今
私
は
韓

国
に
い
る
ん
だ
な
、
と
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
留
学
を
し
て
い
な
か
っ
た

ら
、
他
国
の
学
園
祭
を
楽
し
む

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
し
、
い
い
思
い
出
も
で
き
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
韓
国
の

色
々
な
行
事
に
実
際
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
と
の
違

い
に
き
づ
き
、
よ
り
韓
国
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
機
会
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」（
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

来
年
３
月
か
ら
の
留
学
生
を

募
集
し
て
い
る
の
で
、
希
望
者

は
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

近
年
、日
本
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
中
か
ら
四
国
八
十
八
カ
所

（
四
国
遍
路
）
に
つ
い
て
の
関

心
が
高
ま
り
、
遍
路
を
体
験
し

た
い
外
国
人
の
数
も
増
加
し
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
向

け
の
実
用
的
な
資
料
、
特
に
地

図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
今
ま

で
存
在
し
な
か
っ
た
。
地
図
を

専
門
と
し
て
い
る
武
揚
堂
出
版

社
が
四
国
観
光
立
県
推
進
協

議
会
の
元
で
今
年
の
５
月
に

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
や

台
湾
語
の
地
図
（
無
料
）
を

出
版
し
た
。

こ
の
英
語
版
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
モ

ー
ト
ン
講
師
が
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
参
加
し
、
全
体
の

英
訳
や
四
国
遍
路
へ
の
「
推

薦
文
」
を
書
い
た
。

さ
ら
に
９
月
に
は
、
英
語

版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
有
料
）

も
完
成
す
る
。こ
の
２
つ
は
、

四
国
遍
路
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
に
発
信
す
る
貴
重
な
資

料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
。

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
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f
f
f
f
f

楽
し
い
で
す
。
時
々
、
晩
ご
は

ん
を
食
べ
て
か
ら
近
く
を
散
歩

し
ま
す
。日
本
の
夜
は
暗
く
て
、

静
か
で
、
涼
し
い
で
す
。
そ
の

感
じ
が
好
き
で
す
。
そ
し
て
、

日
本
の
料
理
が
お
い
し
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
朝
ご
は
ん
は
と

て
も
栄
養
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
野
菜
や
肉
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
私
は
香
港
で
毎
日
ケ

ー
キ
や
パ
ン
だ
け
を
食
べ
ま

す
。
何
も
食
べ
な
い
時
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
の
ご

は
ん
は
健
康
的
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
日
本
へ
来
て
か

ら
毎
日
み

そ
汁
を
飲

む
こ
と
に

も
な
れ
ま

し
た
。
と

て
も
お
い

し

い

で

す
。こ

の
研

修
中
い
ろ

い
ろ
な
体

験
を
し
ま

し
た
。
例

え
ば
、
生

け
花
や
浴

衣
を
着
る

こ
と
を
し

ま
し
た
。

た
く
さ
ん

日
本
の
伝

統
的
な
文

化
が
分
か

り
ま
し
た
。
私
が
一
番
楽
し
か

っ
た
こ
と
は
日
本
の
学
生
に
会

え
た
こ
と
で
す
。
私
は
日
本
語

が
あ
ま
り
上
手
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、時
々
英
語
を
話
し
て
、

身
振
り
も
使
い
ま
す
。
私
の
考

え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

時
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
満
足

し
ま
し
た
。

過
ご
し
た
２
週
間
は
短
い
で

す
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
は
親
切
で
す
。
も

う
一
度
日
本
へ
来
た
い
で
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

平
成
19
年
６
月
７
日
貅
、
徳

島
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
カ
ン
サ
ス

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
13
回
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
地
域
社
会
の
中
の
私
」、

両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て
23
名

の
学
生
が
熱
弁
を
振
る
っ
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果：

◇
最
優
秀
賞
（
２
名
）

井
野
　
雅
也
（
人
間
生
活
学

部
　
児
童
学
科
　
２
年
）

「W
hat

I
learned

from

cam
p

activity

」

辻
田
　
聖
子
（
文
学
部
　
英

米
言
語
文
化
学
科
　
２
年
）

ひ
ろ
が
る
国
際
交

ひ
ろ
が
る
国
際
交
流

ひ
ろ
が
る
国
際
交
流

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

y
y

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

終
え
て

終
え
て

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

終
え
て

最
優
秀
賞
　
人
間
生
活
学
部
児
童
学
科
２
年
　
井
野
　
雅
也

最
優
秀
賞
　
人
間
生
活
学
部
児
童
学
科
２
年
　
井
野
　
雅
也 

最
優
秀
賞
　
人
間
生
活
学
部
児
童
学
科
２
年
　
井
野
　
雅
也 

海
外
研
修
生
・
留
学
生
募
集

海
外
研
修
生
・
留
学
生
募
集
 
ヨ
ῴ
ロ
兊
パ
・
韓
国
 

 
ヨ
ῴ
ロ
兊
パ
・
韓
国
 

海
外
研
修

海
外
研
修
 
カ
ナ
ダ
・
檀
國
 

 
カ
ナ
ダ
・
檀
國
 

海
外
研
修
生
・
留
学
生
募
集

海
外
研
修
生
・
留
学
生
募
集
 
ヨ
ῴ
ロ
兊
パ
・
韓
国
 

 
ヨ
ῴ
ロ
兊
パ
・
韓
国
 

海
外
研
修

海
外
研
修
 
カ
ナ
ダ
・
檀
國
 

 
カ
ナ
ダ
・
檀
國
 

海
外
研
修
生
・
留
学
生
募
集
 
ヨ
ῴ
ロ
兊
パ
・
韓
国
 

海
外
研
修
 
カ
ナ
ダ
・
檀
國
 

文
部
科
学
省
の
海
外
留
学
生

の
奨
学
金
を
受
け
、
徳
島
文
理

大
学
・
薬
学
部
・
生
化
学
教

室
・
博
士
後
期
課
程
に
９
月
か

ら
入
学
予
定
の
サ
ハ
・
ア
チ
ン

ト
さ
ん
が
来
学
し
て
い
る
。

多
く
の
大
学
の
中
か
ら
、
本

学
を
選
ん
で
く
れ
た
と
い
う
こ

と
は
大
変
に
名
誉
な
こ
と
で
あ

る
。
サ
ハ
さ
ん
は
修
士
で
既
に

論
文
が
５
報
あ
り
、
母
国
で
は

大
学
の
講
師
も
勤
め
る
ほ
ど
優

秀
な
人
物
。
４
月
か
ら
徳
島
大

学
の
日
本
語
学
校
に
通
い
、
日

本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
、
３
年
間
の
大
学
生
活
を

十
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と

思
う
。
彼
は
既
に
簡
単
な
日
本

語
を
し
ゃ
べ
り
、
ま
た
漢
字
も

少
し
覚
え
て
い
る
。
本
学
に
は

国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

文
部
科
学
省
と
の
窓
口
や
徳
島

大
学
日
本
語
学
校
へ
の
入
学
等

で
支
援
を
し
て
い
る
。
明
る
く

て
聡
明
な
青
年
な
の
で
、
サ
ハ

さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
掛

け
て
も
ら
え
た
ら
、
と
思
う
。

バングラデシュからの 
国費留学生（文科省） 
サハ・アチントさんを受入れ 

◎
私
た
ち
、
カ
ナ
ダ
で
英

語
研
修
中
で
す
！

◎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
研
修

に
参
加
し
よ
う
！

◎
交
換
留
学
は
こ
ん
な
に

お
得
！

香
港
城
市
大
学
が
日
本

文
化
を
体
験

第１回 
同時通訳 ８日間 
集中講座 受講生募集 



○
４
月
10
日
貂
　
５
限

「
徳
島
文
理
学
」

○
４
月
17
日
貂
　
５
限

「
徳
島
文
理
学
」

○
４
月
18
日
貉
　
３
限

ラ
イ
フ
ェ
ル
ト
名
誉
教
授
公

開
講
座

○
４
月
19
日
貅
　
４
限

ラ
イ
フ
ェ
ル
ト
名
誉
教
授
公

開
講
座

○
４
月
20
日
貊
　
18：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

（
小
宮
山
宏
氏
）

○
４
月
24
日
貂
　
５
限

「
徳
島
文
理
学
」

□
４
月
28
日
貍

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
５
月
８
日
貂
　
５
限

「
徳
島
文
理
学
」

○
５
月
11
日
貊
　
18：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

（
丸
山
　
力
氏
）

○
５
月
25
日
貊
　
18：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

（
橘
・
フ
ク
シ
マ
・
咲
江
氏
）

□
５
月
26
日
貍

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
５
月
28
日
豺

県
内
高
校
進
学
説
明
会

○
５
月
30
日
貉
　
15：

00
〜

大
阪
市
音
楽
団
演
奏
会
下
見

○
６
月
８
日
貊
　
18：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

（
藤
巻
健
史
・
木
村
廣
道
氏
）

○
６
月
22
日
貊
　
18：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

（
小
林
い
ず
み
・
冨
山
和
彦

氏
）

○
６
月
23
日
貍
　
14：

00
〜

大
阪
市
音
楽
団
演
奏
会

□
６
月
30
日
貍

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
７
月
１
日
豸

第
１
回
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

○
７
月
６
日
貊
　
18：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座

（
江
端
貴
子
氏
）

○
７
月
22
日
豸
〜
27
日
貊

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
教

授
陣
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
夏
期
講
習
会

○
７
月
22
日
豸

ウ
ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
教

授
陣
演
奏
会

□
７
月
22
日
豸

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
８
月
９
日
貅

第
２
回
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

○
８
月
25
日
貍

第
３
回
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

○
８
月
31
日
貊

文
理
中
高
文
化
祭

□
９
月
８
日
貍

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
９
月
30
日
豸

国
文
祭
　
一
般
の
部
　
事
前

練
習
会

○
10
月
４
日
貅

シ
ュ
ラ
ー
ガ
ー
先
生
と
ウ
ィ

ー
ン
の
学
生
と
の
演
奏
会

□
10
月
６
日
貍

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
10
月
８
日
豺

国
文
祭
　
大
学
生
の
部

事
前
練
習
会

○
10
月
13
日
貍

第
４
回
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

○
10
月
13
日
貍

国
文
祭
　
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

事
前
練
習
会

□
10
月
20
日
貍

音
楽
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

○
10
月
20
日
貍
　
９：

00
〜

県
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

○
10
月
21
日
豸
　
14：

00
〜

徳
島
文
理
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

○
10
月
27
日
貍

国
民
文
化
祭
・
吹
奏
楽
の
祭

典
○
10
月
28
日
豸

国
民
文
化
祭
・
合
唱
の
祭
典

○
11
月
３
日
貍

国
民
文
化
祭

○
11
月
４
日
豸

国
民
文
化
祭
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
祭
典

○
11
月
24
日
貍
　
香
川

○
11
月
25
日
豸
　
徳
島

徳
島
文
理
大
学
第
50
回
定
期

演
奏
会

指
揮
　
小
泉
和
裕
先
生

○
12
月
８
日
貍
　
15：

00
〜

ウ
ィ
ー
ン
よ
り
グ
ラ
シ
シ
モ

（
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
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保護者会・後援会保護者会・後援会保護者会・後援会

平
成
19
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
を
審
議
し
決
定
し
た
。
改
選

さ
れ
た
新
役
員
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。（
敬
称
略
）

〈
保
護
者
会
〉

会
　
長
　
田
蒔
正
治
（
新
）

副
会
長
　
松
尾
　
修
（
再
）

稲
木
紀
彦
（
新
）

田
中
正
勝
（
新
）

監
　
事
　
大
知
由
明
（
新
）

神
崎
千
寿
（
新
）

〈
後
援
会
〉

会
　
長
　
中
西
文
夫
（
再
）

副
会
長
　
佐
藤
徳
次
（
再
）

神
田
　
睦
（
再
）

四
宮
　
肇
（
再
）

監
　
査
　
福
島
誠
浄
（
再
）

真
鍋
克
俊
（
再
）

役
員
会
に
引
き
続
き
保
護
者

会
府
県
別
支
部
長
会
が
、
午
後

12
時
30
分
か
ら
学
園
長
室
で
開

か
れ
た
。
平
成
19
年
度
の
府
県

別
保
護
者
会
を
左
表
の
日
程
に

よ
り
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
す

平
成
19
年
度
保
護
者
会
・
後

援
会
の
役
員
会
が
６
月
４
日
豺

午
前
10
時
か
ら
、
徳
島
キ
ャ
ン

パ
ス
・
国
際
会
議
場
で
役
員
75

人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

平
成
18
年
度
事
業
報
告
・
会
計

決
算
報
告
の
承
認
、役
員
改
選
、

る
と
と
も
に
、
支
部
総
会
や
個

別
懇
談
な
ど
支
部
会
の
運
営
方

法
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

昨
年
度
の
府
県
別
保
護
者
会

は
、
13
府
県
15
会
場
で
１
８
２

３
人
の
保
護
者
、
延
べ
４
２
７

人
の
本
学
教
職
員
が
参
加
し
、

支
部
総
会
の
後
、
学
業
成
績
や

大
学
生
活
、
将
来
の
進
路
な
ど

に
つ
い
て
担
当
教
員
と
の
個
別

懇
談
が
熱
心
に
続
け
ら
れ
た
。

今
後
、
本
学
と
保
護
者
、
家

庭
を
結
ぶ
絆
と
し
て
、
府
県
別

保
護
者
会
の
一
層
の
充
実
を
図

る
の
で
、
本
年
度
も
多
く
の
保

護
者
の
皆
様
に
是
非
ご
参
加
を

い
た
だ
き
た
い
。

支
部
設
置
の
な
い
地
区
の
皆

様
に
は
、
府
県
別
の
枠
に
関
係

な
く
、
都
合
の
よ
い
会
場
に
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
事
務
局

で
は
呼
び
か
け
て
い
る
。

10
月
27
日
貍
よ
り
11
月
４

日
豸
の
９
日
間
、
第
22
回
国

民
文
化
祭
・
と
く
し
ま
２
０

０
７
（
愛
称
・
お
ど
る
国
文

祭
）
が
開
催
さ
れ
、
多
種
多

様
の
文
化
的
行
事
が
実
施
さ

れ
る
。

そ
の
な
か
で
、
音
楽
関
係

の
主
要
な
事
業
で
あ
る
「
吹

奏
楽
の
祭
典
」
と
「
合
唱
の

祭
典
」
お
よ
び
「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
祭
典
」
の
３
事
業
を

本
学
の「
む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
」

で
実
施
す
る
。
各
事
業
と
も

全
国
都
道
府
県
よ
り
推
薦
さ

れ
た
選
り
す
ぐ
り
の
音
楽
団

体
が
一
堂
に
集
う
こ
と
と
な

る
。
吹
奏
楽
の
祭
典
（
10
月

27
日
貍
）
で
は
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
３
年
連
続

出
場
の
団
体
が
数
多
く
出
演

し
、
全
国
屈
指
の
実
力
を
備

え
た
レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
が

期
待
さ
れ

る
。
合
唱
の

祭
典
（
10
月

28
日
豸
）
で

も
同
様
、
ハ

イ
ク
ラ
ス
の

さ
ま
ざ
ま
な

合
唱
団
が
集

い
個
性
豊
か

な
演
出
に
よ

る
歌
声
を
聴

か
せ
て
く
れ

る
。
地
元
で

は
国
民
文
化
祭
を
記
念
し
て

結
成
し
た
合
同
合
唱
団
が
合

唱
の
素
晴
ら
し
さ
を
披
露
す

る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
祭
典

（
11
月
４
日
豸
）
で
は
国
民

文
化
祭
の
た
め
に
特
別
編
成

し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
よ
り
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
で
エ
ル
ガ
ー
の
「
威

風
堂
々
」・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
「
白
鳥
の
湖
」
が
、

大
学
生
の
部
で
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
「
交
響
曲
第
４

番
」、
ま
た
一
般
の
部
で
は

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の

交
響
曲
第
５
番
「
革
命
」
が

演
奏
さ
れ
る
。

全
国
よ
り
参
集
の
観
客
や

出
演
者
に
は
「
む
ら
さ
き
ホ

ー
ル
」
の
響
き
の
素
晴
ら
し

さ
と
雰
囲
気
の
よ
さ
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し

て
い
る
。

第
92
回
薬
剤
師
国
家
試
験
が

本
学
を
試
験
会
場
と
し
て
行
わ

れ
た
。
合
格
率
は
82
・
４
％
で

あ
っ
た
。
こ
こ
10
年
間
の
平
均

合
格
率
は
、
お
よ
そ
90
％
と
高

水
準
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。
こ

の
実
績
は
、
全
国
の
薬
学
系
大

学
で
第
10
位
と
い
う
成
績
。
国

家
試
験
対
策
に
た
け
た
教
員
に

よ
る
充
実
し
た
指
導
の
た
ま
も

の
と
い
え
る
。

ま
た
、
次
回
の
国
家
試
験
に

は
香
川
薬
学
部
か
ら
も
初
め
て

受
験
生
を
出
す
。
徳
島
、
香
川

両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
薬
学
部
と
も

に
好
結
果
が
期
待
さ
れ
る
。

第
21
回
管
理
栄
養
士
国
家
試

験
が
実
施
さ
れ
た
。
全
国
の
管

理
栄
養
士
養
成
課
程
大
学
の
新

卒
生
の
合
格
率
は
、
81
・
８
％

で
あ
っ
た
が
、
本
学
は
そ
の
結

果
を
４
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

85
・
９
％
で
あ
っ
た
。

食
物
栄
養
学
科
で
は
、
実
務

経
験
を
必
要
と
せ
ず
卒
業
即
受

験
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
く

ま
で
も
１
０
０
％
を
め
ざ
し
た

教
育
指
導
は
、
昼
夜
問
わ
ず
徹

底
し
て
行
わ
れ
、
学
生
の
夢
の

実
現
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
強
化
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

人
間
福
祉
学
科
の
学
生
が
、

社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉

士
の
国
家
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。
合
格
率
は
社
会
福
祉
士

が
40
％
、
精
神
保
健
福
祉
士
は

60
％
で
あ
っ
た
。
中
四
国
地
区

の
大
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
位

と
２
位
の
好
成
績
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
５
人
は
両
方
の
資
格

を
取
得
し
て
い
る
。

本
学
で
は
、
４
年
次
の
前
期

か
ら
国
家
試
験
対
策
を
行
う
こ

と
で
好
成
績
を
維
持
し
て
い

る
。
さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
図

り
、
教
育
指
導
を
徹
底
し
て
い

き
た
い
。

f
f

f
f

f
f

f
f

f
f

f
f

f
f

f
f

f
f

f

平成19年度　府県別保護者会日程

徳　島 ８月４日貍　13：00～16：00 徳島東急イン

愛　媛 ８月６日豺　13：00～16：00 松山全日空ホテル南館

高　知 ８月７日貂　14：00～17：00 高知新阪急ホテル

大　阪 ８月17日貊　13：00～16：00 ラマダホテル大阪

和歌山 ８月17日貊　13：00～16：00 和歌山東急イン

広　島 ８月18日貍　14：00～17：00 広島ガーデンパレス

兵　庫 ８月18日貍　13：00～16：00 神戸東急イン

香　川 ８月19日豸　13：00～16：00 全日空ホテルクレメント高松

岡　山 ８月20日豺　13：00～16：00 ホテルグランヴィア岡山

福　岡 ８月20日豺　14：00～17：00 ホテルセントラーザ博多

８月20日豺　13：30～17：00 ホテルロイヤルオリオン

沖　縄 ８月21日貂　13：30～17：00 ホテルゆがふいんおきなわ

８月22日貉　13：30～17：00 京都観光ホテル

鹿児島 ８月24日貊　14：00～17：00 鹿児島東急イン

愛　知 ８月26日豸　13：00～16：00 名古屋ガーデンパレス

〒770－0834 徳島市元町１丁目24 （088）626－0109

〒790－8520 松山市一番町２－１ （089）933－5511

〒780－0870 高知市本町４丁目 （088）873－1111

〒531－0072 大阪市北区豊崎３丁目16－19 （06）6372－8181

〒640－8232 和歌山市南汀丁18 （0734）32－0109

〒732－0052 広島市東区光町１－15 （082）262－1122

〒651－0096 神戸市中央区雲井通６－１－５ （078）291－0109

〒760－0011 高松市浜ノ町１－１ （087）811－1111

〒700－8515 岡山市駅元町１－５ （086）234－7000

〒812－0012 福岡市博多区博多駅中央街４－23 （092）461－0111

〒902－0067 那覇市安里１－２－21 （098）866－5533

〒905－0011 名護市字宮里453－１ （0980）53－0031

〒904－0021 沖縄市胡屋２丁目１－51 （098）933－1125

〒890－0053 鹿児島市中央町５－１ （099）256－0109

〒460－0003 名古屋市中区錦３－11－13 （052）957－1022

会　　　　　　　　　場
会　場　名 電　話　・　住　所

支　部 開　催　日　時

◇
薬
剤
師 

◇
管
理
栄
養
士 

◇
社
会
福
祉
士 

◇
精
神
保
健
福
祉
士 

国
家
試
験
結
果

今
回
は
香
川
県
に
あ
る
総
本

山
善
通
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

に
参
加
す
る
の
は
、
こ
れ
で
６

回
目
で
す
。
お
寺
に
到
着
す
る

と
、
早
速
リ
ハ
ー
サ
ル
が
電
子

楽
器
、
ホ
ル
ン
、
合
唱
、
フ
ル
ー

ト
の
順
番
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
お
寺
の
境
内
の
中
や
、
外

に
向
か
う
廊
下
な
ど
普
段
使
い

慣
れ
て
い
な
い
場
所
で
演
奏
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
リ
ハ
ー

サ
ル
の
数
十
分
の
間
に
、
そ
の

場
に
あ
っ
た
配
置
や
マ
イ
ク
の

調
節
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
善
通
寺
で
は
境
内
か
ら

外
に
向
か
い
演
奏
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
が
無
事
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
本
番
。
舞
台
の

す
ぐ
下
は
階
段
に
な
っ
て
お

り
、
階
段
中
に
花
と
色
と
り
ど

り
の
灯
明
が
供
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
辺
り
が
暗
く
な
る
と
何

百
も
の
灯
明
に
火
が
と
も
さ

れ
、
一
つ
一
つ
の
明
か
り
が
と

て
も
美
し
く
、
幻
想

的
な
舞
台
に
な
り
ま

し
た
。
演
奏
は
、
み

な
さ
ん
馴
染
み
深
い

世
界
の
名
曲
か
ら
日

本
の
童
謡
、
幻
想
的

な
空
間
を
よ
り
一
層

引
き
立
て
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
、
観
客
の
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
宿
坊
で
の
宿
泊

は
、
一
般
的
な
旅
館

と
あ
ま
り
変
わ
り
の

な
い
宿
坊
で
、
快
適

に
休
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
日
の
朝
。
５
時
半

か
ら
お
寺
の
お
勤
め
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
す
が

す
が
し
い
気
分
で
徳
島
に
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
四
国
中
で
キ

ャ
ラ
バ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
、
音
楽
を
通
し
て
地
域
の

方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
が
、

地
域
の
活
性
化
や
文
化
の
高

揚
、
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

◇
薬
剤
師
国
家
試
験

◇
管
理
栄
養
士
国
家
試
験

◇
社
会
福
祉
士
・
精
神
保

健
福
祉
士
国
家
試
験

平
成
19
年
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昨
年
度
の
本
学
の
就
職
内
定

率
は
94
・
４
％
と
、
こ
こ
４
年

間
は
景
気
回
復
や
団
塊
世
代
の

退
職
等
も
あ
り
、
順
調
に
上
昇

を
続
け
て
き
た
。
大
学
に
寄
せ

ら
れ
る
求
人
件
数
や
求
人
数
の

増
加
は
も
と
よ
り
、
ネ
ッ
ト
上

で
の
求
人
も
多
く
、
就
職
す
る

学
生
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
状

況
に
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は

求
人
は
ま
す
ま
す
早
期
化
し
、

雇
用
形
態
は
正
社
員
の
み
で
な

く
多
様
な
非
正
規
社
員
の
採
用

形
態
も
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に

よ
い
人
材
を
獲
得
し
た
い
と
い

う
厳
選
採
用
の
基
本
は
あ
ま
り

崩
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
理

由
は
と
も
か
く
と
し
て
、
せ
っ

か
く
就
職
し
な
が
ら
大
学
新
卒

者
の
３
年
以
内
に
離
職
す
る
割

合
が
平
成
15
年
春
就
職
者
で
は

35
・
７
％
に
も
な
っ
て
い
る
。

大学３年・短大１年生対象就職ガイダンス

大学・短大１年生対象キャリアガイダンス

憧
れ
の
音
楽
療
法
士
と
し
て

働
き
始
め
、
３
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
現
在
、
障
害
者
施
設
・

老
人
施
設
な
ど
数
箇
所
の
施
設

を
掛
け
持
ち
し
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
３
カ
月
と
い
う

短
い
期
間
で
す
が
、
毎
日
本
当

に
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま

す
。準

備
の
段
階
か
ら
す
べ
て
自

分
一
人
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
在
学
中
の
音
楽
療
法

実
習
と
は
全
く
訳
が
違
う
こ
と

に
初
め
は
少
し
苦
労
し
ま
し

た
。
ギ
タ
ー
を
抱
え
、
楽
器
、

楽
譜
な
ど
大
量
の
荷
物
を
持
っ

て
施
設
に
出
向
き
ま
す
。
ひ
と

つ
の
施
設
で
一
日
数
回
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
終
わ
る
と
報

告
書
の
作
成
、
そ
し
て
次
の
日

の
他
施
設
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

準
備
に
取
り
掛
か
る
…
。
そ
ん

な
眼
の
回
り
そ
う
な
毎
日
で

（
平
成
19
年
版
青
少
年
白
書
）

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

完
成
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
就

職
支
援
を
一
層
充
実
し
、
入
学

当
初
か
ら
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

の
関
心
を
高
め
認
識
を
深
め
る

こ
と
を
意
図
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
「
就
職
部
」
か
ら
新
た
に

「
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル

ー
プ
」
と
し
て
本
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
新
組
織
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
就
職
支
援
は

も
と
よ
り
、
入
学
時
か
ら
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
も
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
既
に
大
学
・
短
大

１
年
生
に
は
「
働
く
っ
て
何
だ

す
。し

か
し
最
近
や
っ
と
、
実
際

現
場
で
働
く
か
ら
こ
そ
大
学
で

学
ん
で
き
た
音
楽
療
法
の
基
礎

と
な
る
部
分
が
理
解
で
き
た
気

が
し
ま
す
。
特
に
在
学
中
、
先

生
か
ら
言
わ
れ
た
軈
デ
ー
タ
を

取
る
大
切
さ
軋
を
身
に
し
み
て

実
感
す
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
４
月
か
ら
の
３
カ
月
で
結

果
が
出
な
い
と
音
楽
療
法
を
打

ち
切
る
と
契
約
を
交
わ
し
た
施

設
が
あ
り
ま
し
た
。
必
ず
結
果

を
出
し
ま
す
と
強
気
に
出
た
も

の
の
、
正
直
不
安
で
し
た
。
私

は
、
取
れ
る
記
録
と
い
う
記
録

は
全
て
取
り
、
音
楽
療
法
を
３

カ
月
間
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
な
ん
と
施
設
と
の
契
約
を

更
新
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
大
き
な
理
由
は

や
は
り
デ
ー
タ
で
し
た
。
毎
回

提
出
し
て
い
た
、
詳
し
い
記
録

の
書
い
た
報
告
書
を
見
る
だ
け

で
、
普
段
音
楽
療
法
に
携
わ
っ

て
い
な
い
施
設
長
な
ど
に
も
音

楽
療
法
を
通
し
て
施
設
の
利
用

者
に
変
化
が
あ
り
、
結
果
が
で

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

と
証
明
で
き
た
の
で
す
。

在
学
中
に
は
あ
ま
り
ピ
ン
と

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ

ほ
ど
重
要
な
こ
と
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
が

何
度
も
何
度
も
叩
き
込
ん
で
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
こ
の

よ
う
に
音
楽
療
法
の
素
晴
ら
し

さ
、
重
要
さ
が
伝
わ
る
こ
と
が

私
に
と
っ
て
一
番
の
喜
び
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、
音
楽
療
法

に
よ
り
幸
せ
に
な
れ
る
人
が
増

え
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い

で
す
。

だ
ま
だ
高
い
。
遊
ん
で
い
て
は

教
師
に
な
れ
な
い
。
だ
が
、
努

力
し
頑
張
れ
ば
合
格
に
手
が
届

く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
員
養

成
対
策
室
で
は
豊
富
な
経
験
と

指
導
力
を
も
っ
た
教
師
陣
を
総

動
員
し
て
教
育
養
成
対
策
講
座

を
行
っ
た
り
、
模
擬
試
験
・
模

擬
面
接
さ
ら
に
は
ア
カ
ン
サ
ス

教
師
塾
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
豊
か
な
人
間
性
と
す
ば
ら

し
い
資
質
を
も
っ
た
文
理
大
学

生
が
念
願
の
教
員
と
な
れ
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
希

望
に
即
し
て
強
力
に
支
援
し
て

い
る
。

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

私
は
、
４
月
か
ら
三
越
高
松

店
に
販
売
職
と
し
て
採
用
さ

れ
、
現
在
は
、
紳
士
服
売
場
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
軽
い
気
持
ち
で
受
験

を
決
め
た
の
で
す
が
、
受
験
し

て
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
、
思

っ
て
い
た
以
上
に
大
変
な
も
の

で
し
た
。
正
直
、「
面
倒
だ
な
」

と
も
思
い
ま
し
た
が
、
結
果
は

ど
う
あ
れ
、
こ
れ
を
精
一
杯
や

り
遂
げ
た
時
に
、
自
分
が
そ
の

分
成
長
で
き
、
今
後
に
繋
が
る

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
エ
ー

ザ
イ
株
式
会
社
の
吉
田
広
太
郎

で
す
。

今
年
入
社
し
た
ば
か
り
の
私

は
、
今
Ｍ
Ｒ
の
卵
と
し
て
研
修

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
研
修
で

は
、
た
く
さ
ん
の
同
期
と
と
も

に
Ｍ
Ｒ
認
定
試
験
、自
社
製
品
、

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
に
つ

４
月
か
ら
徳
島
県
三
好
市
立

山
城
小
学
校
の
学
校
栄
養
職
員

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
一

生
懸
命
に
過
ご
し
て
き
た
数
カ

月
間
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。思

い
返
せ
ば
、
就
職
に
つ
い

て
考
え
始
め
た
の
は
ち
ょ
う
ど

１
年
前
の
今
頃
で
し
た
。
学
外

学
習
に
出
始
め
、
実
際
の
職
場

で
の
経
験
が
私
に
と
っ
て
よ
い

刺
激
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃

か
ら
、
学
校
栄
養
士
を
め
ざ
す

気
持
ち
は
強
く
な
っ
た
の
で
す

が
、
も
う
試
験
は
目
の
前
で
し

た
。
勉
強
が
十
分
で
き
て
い
る

は
ず
も
な
く
半
分
あ
き
ら
め
て

い
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
な
奇
跡

を
信
じ
て
受
験
し
、
幸
運
に
も

合
格
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
私
は
、
何
事

私
は
４
月
か
ら
徳
島
市
立
富

田
保
育
所
の
２
歳
児
の
担
任
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。
１
日
が

目
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ
、
あ
っ
と

い
う
間
に
３
カ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
毎
日
が
新
鮮

で
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ

な
が
ら
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。

保
育
科
で
の
就
職
活
動
は
、

２
年
生
の
秋
頃
か
ら
始
め
、
他

の
学
科
に
比
べ
遅
い
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。
就
職
活
動
と
い
う
こ

と
に
あ
ま
り
実
感
が
沸
か
な
い

ま
ま
始
め
た
の
で
、
１
次
試
験

に
受
か
っ
て
か
ら
が
大
変
で
し

た
。
２
次
試
験
の
面
接
や
実
技

に
向
け
て
毎
日
集
中
し
て
準
備

し
ま
し
た
。
就
職
部
の
先
生
に

面
接
カ
ー
ド
の
書
き
方
や
面
接

の
こ
と
を
聞
き
に
行
っ
た
り
、

保
育
科
の
先
生
方
に
実
技
を
休

み
の
日
ま
で
見
て
い
た
だ
い
た

り
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
良

い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
私
に
と

っ
て
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
困
っ
た
時

は
先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
考

え
て
く
だ
さ
る
の
で
一
人
で
悩

ま
ず
に
相
談
し
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。

毎
日
、
私
は
先
輩
方
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
で
す
が
頑
張

っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
学
生
生
活
の
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

チ
ャ
ン
ス

文
学
部
　
文
化
財
学
科

fl

口
　
新
之
助

株
式
会
社
三
越
　
高
松
店

（
販
売
職
）

自
分
の
可
能
性
を

試
そ
う

薬
学
部
　
医
療
薬
学
科

薬
理
学
研
究
室

吉
　
田
　
広
太
郎

エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
（
Ｍ
Ｒ
）

最
後
ま
で

人
間
生
活
学
部
　
食
物
栄
養
学
科

河
　
野
　
恵
　
子

山
城
小
学
校
（
栄
養
職
員
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で

短
期
大
学
部
　
保
育
科

伊
　
東
　
千
　
賀

徳
島
市
立
富
田
保
育
所

（
保
育
士
）

ろ
う
？
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
」
と
題
し
、
２
年

生
に
は
「
社
会
で
求
め
ら
れ
る

力
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
題
し

た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
し
た
の
を
は
じ
め
、
３
・
４

年
生
や
短
大
生
を
中
心
に
、
従

来
よ
り
実
施
し
て
き
た
学
部
学

科
別
就
職
説
明
会
や
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
継
続
開
催
、
公
務
員

説
明
会
等
の
各
種
説
明
会
で
の

情
報
提
供
、
各
種
就
職
用
模
擬

試
験
の
実
施
等
を
進
め
て
き

た
。今

後
も
従
来
よ
り
の
各
種
セ

ミ
ナ
ー
に
加
え
、
就
活
サ
イ
ト

活
用
セ
ミ
ナ
ー
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

就
職
懇
談
会
等
の
新
た
な
機
会

を
設
け
る
べ
く
計
画
を
進
め
て

い
る
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
こ
う
し

た
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加

し
、
ぜ
ひ
新
し
い
出
会
い
や
発

見
を
積
み
重
ね
、
自
分
ら
し
い

働
き
方
や
働
く
場
所
を
見
つ
け

て
欲
し
い
と
思
う
。
キ
ャ
リ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
は

学
生
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

個
別
の
親
身
な
対
応
で
相
談
に

乗
っ
て
い
る
。
連
日
多
く
の
学

生
が
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ
に
相
談
に
来
て
い
る
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
キ
ャ

リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で

の
出
会
い
を
期
待
し
て
い
る
。

の
で
は
と
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
行

い
ま
し
た
。

百
貨
店
と
い
う
職
場
は
、
広

く
、
そ
し
て
深
い
商
品
知
識
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
売
場
で
は
も

ち
ろ
ん
、
家
で
も
商
品
に
つ
い

て
勉
強
す
る
毎
日
で
す
。
大
変

で
す
が
、
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
毎

日
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
、
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
後
悔
し
な
い
よ
う

精
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

結
果
は
ど
う
あ
れ
、
後
に
は
成

長
し
た
自
分
が
い
る
は
ず
で

す
。

い
て
の
講
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
ん
で
お
り
、
毎
日
忙

し
い
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
Ｍ
Ｒ
は
実
際
に
患
者
様
と

関
わ
る
こ
と
は
な
い
で
す
が
、

そ
の
代
わ
り
に
医
者
が
ど
の
薬

を
使
う
か
と
い
う
処
方
に
直
接

関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
責
任
の

あ
る
仕
事
で
す
。

就
職
活
動
を
始
め
る
ま
で

は
、
薬
学
部
を
卒
業
す
る
と
薬

剤
師
に
な
る
の
が
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
自
分
が
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
就
職
活
動
を
通

し
て
私
た
ち
の
可
能
性
の
広
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
薬
学
部
に
進

学
し
た
以
上
、
薬
剤
師
を
め
ざ

す
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
そ
れ
以
外
に
も

Ｍ
Ｒ
や
Ｃ
Ｒ
Ｏ
を
は
じ
め
、
広

く
活
躍
の
場
が
あ
る
こ
と
を
、

就
職
活
動
を
通
し
て
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
本

当
に
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
に

挑
む
み
な
さ
ん
、
自
分
を
信
じ

て
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
て

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。

「
今
ど
き
め
ず
ら
し
い
く
ら

い
、
し
っ
か
り
し
た
人
柄
で
す

ね
」「
文
理
大
出
身
教
師
に
は
、

明
る
く
て
伸
び
や
か
な
、
子
ど

も
た
ち
に
好
か
れ
る
共
通
し
た

カ
ラ
ー
が
あ
り
ま
す
よ
」

今
春
も
全
国
各
地
の
学
校
・

幼
稚
園
で
１
０
０
人
に
余
る
卒

業
生
が
「
先
生
」
と
し
て
憧
れ

の
教
壇
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
成
長
を
見
守
り
つ

つ
、
希
望
に
燃
え
た
青
春
を
過

ご
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
間
は
団
塊
の
世
代

が
退
職
し
て
い
く
時
期
に
あ
た

り
、
全
国
の
学
校
園
で
は
教
育

意
欲
に
燃
え
た
、
若
さ

あ
ふ
れ
る
新
人
教
員
を

待
望
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
東
京
・
神
奈
川
・

大
阪
な
ど
大
量
採
用
す

る
都
市
部
で
は
、
い
か

に
優
秀
な
教
員
を
確
保

す
る
か
、
そ
の
対
策
に

関
係
者
が
お
お
わ
ら
わ

の
現
況
で
あ
る
。
教
員

志
望
者
に
と
っ
て
は
正

に
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
と
い
え
る
。
け
れ
ど

何
と
い
っ
て
も
教
員
採

用
試
験
の
レ
ベ
ル
は
ま

k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k

キャリア・サポート 
について 

キャリア・サポート 
について 

音
楽
療
法
士
と
し
て

平
成
18
年
度
卒
業
生 

　
　
　
坂
　
下
　
　
　
遊 

あ
り
、
疲
れ
も
溜
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
学
校
で
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
笑
顔
を
見
る
と
、

そ
ん
な
疲
れ
も
吹
っ
飛
ぶ
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
実
習
を
通
し
て
、
改
め

て
小
学
校
教
諭
を
め
ざ
す
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
簡
単

な
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

回
の
経
験
を
踏
ま
え
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
実

習
で
先
生
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ

と
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
胸

に
と
め
、
志
を
高
く
持
ち
一
日

一
日
を
大
切
に
し
て
い
き
な
が

ら
、
夢
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
授
業
は
国
語
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
国
語
以

外
に
も
算
数
、
理
科
、
体
育
、

図
工
と
何
度
も
子
ど
も
の
前
に

立
つ
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
最
初
は
緊

張
し
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
子

ど
も
た
ち
の
目
を
見
て
授
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
担
当
の

先
生
の
丁
寧
で
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
子
ど
も
た
ち
の
積
極
的

な
姿
勢
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
授

業
の
形
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

指
導
案
や
教
材
作
り
な
ど
に

よ
り
帰
宅
す
る
の
が
遅
い
日
も

た
。
こ
の
小
学
校
実

習
は
、
学
生
生
活
最

後
の
実
習
で
し
た

が
、
私
は
小
学
校
教

諭
を
志
望
し
て
い
る

の
で
、
今
ま
で
以
上

に
気
合
い
を
入
れ
て

望
み
ま
し
た
。

気
合
い
は
入
っ
て

い
た
も
の
の
、
２
週

間
と
い
う
短
い
期
間

で
学
校
や
子
ど
も
の

実
態
を
掴
ん
だ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
不
安
も
、

初
日
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

笑
顔
に
よ
り
、
ど
こ
か
に
消
え

て
し
ま
い
、
私
も
負
け
な
い
よ

う
元
気
に
毎
日
学
校
に
通
い
ま

し
た
。

k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k

実習を
終えて
実習を
終えて

人間生活学部児童学科４年人間生活学部児童学科４年 
　　　　　　　上村　裕二　　　　　　　上村　裕二 
人間生活学部児童学科４年 
　　　　　　　上村　裕二 

母
校
で
あ
る
熊
本
県
の
小
学

校
で
２
週
間
の
実
習
を
し
ま
し
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文
学
部
に
、
こ
の
４
月
か
ら

図
書
館
司
書
の
養
成
課
程
が
認

可
さ
れ
、
香
川
県
内
で
は
唯
一

の
課
程
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
従
来
よ
り
、
受
験
生
そ
し

て
在
学
生
か
ら
同
課
程
の
設
置

に
対
す
る
熱
い
要
望
が
あ
り
、

こ
の
た
び
の
設
置
と
な
っ
た
。

図
書
館
司
書
は
、
必
修
の
12

以
前
か
ら
接
客
業
に
興
味
が

あ
り
、
仕
事
内
容
が
知
り
た
か

っ
た
の
で
、
ホ
テ
ル
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ
り
、

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は

フ
ロ
ン
ト
で
の
仕
事
内
容
の
見

学
・
宴
会
場
で
の
配
膳
や
い
す

並
べ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
接
客

を
体
験
し
ま
し
た
。

フ
ロ
ン
ト
で
の
見
学
で
は
、

電
話
対
応
や
キ
ー
の
受
け
渡
し

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
な
業
務
だ
と
実
感
し
ま

わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
不
況
が
続
い
た
１
９
９
０

年
代
後
半
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
た
若
年
者
の
雇
用
問
題

に
対
処
す
る
た
め
、
国
の
政
策

課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
導
入
期
か
ら
約

10
年
を
経
過
し
た
現
在
は
多
く

の
大
学
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し

て
正
課
に
組
み
入
れ
、
ま
た
都

市
部
の
企
業
で
は
自
社
の
Ｐ
Ｒ

や
将
来
の
求
人
を
念
頭
に
お
い

た
広
報
活
動
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
る
。

一
方
、
地
方
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
は
地
方

公
共
団
体
や
金
融
、
マ
ス
コ
ミ

等
が
中
心
で
あ
る
。
受
け
入
れ

る
理
由
と
し
て
は
地
域
貢
献
を

挙
げ
る
企
業
が
多
く
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
身
で
と
ら

大
学
で
は
、
知
識
の
伝
達
だ

け
を
重
視
す
る
教
育
姿
勢
を
改

め
、
学
生
自
ら
が
考
え
、
行
動

に
移
す
意
欲
を
触
発
し
、
社
会

で
生
き
て
役
立
つ
思
考
と
行
動

力
を
身
に
つ
け
た
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
有
為
な
人
材
の
育
成

を
図
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
今
年
度
、
徳
島
・

香
川
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
「
全

学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
新

設
さ
れ
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

漓
入
学
者
に
共
通
に
持
ち
合
わ

せ
て
欲
し
い
も
の
を
学
習
す

る
場
を
設
定
す
る
。

滷
大
学
の
教
育
を
享
受
す
る
た

め
に
必
要
な
学
力
を
得
る
た

め
の
学
習
の
場
を
個
別
に
提

供
す
る
。

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
。

「
徳
島
文
理
学
」
は
漓
の
分

野
に
該
当
す
る
教
育
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
徳
島
文

理
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
大

学
へ
の
所
属
感
・
連
帯
感
の
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
人
間
関

係
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
い

て
大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
る
と

い
う
狙
い
を
も
っ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

１
年
生
の
前
期
に
15
回
設
定

さ
れ
、
必
修
科
目
と
な
っ
て
い

る
。
１
年
生
全
員
が
一
堂
に
会

し
て
15
回
の
内
５
回
（
香
川
キ

ャ
ン
パ
ス
は
２
回
）
は
共
通
し

た
講
義
を
受
け
る
。

講
義
内
容
は
、
１
回
目
「
徳

島
文
理
大
学
の
歴
史
と
建
学
精

神
」（
講
師
　
村
崎
理
事
長
）。

２
回
目
は
「
大
学
と
は
」（
講

師
　
桐
野
学
長
）。
３
回
目
は

「『
生
徒
』
か
ら
『
学
生
』
へ
―

大
学
に
お
け
る
学
び
と
は
―
」

（
講
師
　
藤
岡
教
育
・
研
究
支

援
ユ
ニ
ッ
ト
長
）。
４
回
目
は

日
本
の
各
界
著
名
人
に
よ
る
６

回
シ
リ
ー
ズ
で
文
理
大
学
公
開

講
座
「
各
界
ト
ッ
プ
と
考
え
る

―
世
界
―
日
本
―
徳
島
―
」
を

受
講
。
５
回
目
は
「
働
く
っ
て

何
だ
ろ
う
―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
重
要
性
―
」（
就
職
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
福
島
直
樹

氏
）と
い
う
こ
と
で
実
施
し
た
。

本
学
で
は
、
３
年
次
編
入
学
の
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
本
学
短
期
大
学
部
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
外
の
短
期
大
学
、
大

学
か
ら
も
多
数
の
受
験
生
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
新
た
に

薬
学
部
・
香
川
薬
学
部
で
も
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
試
験
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。

人
間
生
活
学
部
・
保
健
福
祉
学
部
・
音

楽
学
部
・
総
合
政
策
学
部
・
工
学
部
・

文
学
部
・
香
川
薬
学
部

∧
蠡
期
∨

出
願
期
間
　
９
月
14
日
貊
〜
９
月
28
日
貊

試

験

日
　
10
月
６
日
貍

∧
蠱
期
∨

出
願
期
間
　
２
月
８
日
貊
〜
２
月
22
日
貊

試

験

日
　
３
月
１
日
貍

※
∧
蠢
期
∨
は
、
６
月
に
募
集
を
終
了
し
て

い
ま
す
。

薬
学
部

∧
蠢
期
∨

出
願
期
間
　
10
月
26
日
貊
〜
11
月
30
日
貊

試

験

日
　
12
月
８
日
貍

∧
蠡
期
∨

出
願
期
間
　
２
月
８
日
貊
〜
２
月
22
日
貊

試

験

日
　
３
月
１
日
貍

平成20年度入学試験概要

入試種別
（１）AO入試
全学部で実施
応募は、原則として、通年で可能

（２）自己推薦入試
薬学部・香川薬学部・短期大学部を除
く全学部で実施
応募期間は次の通り
Ⅰ期　９月１日貍～９月26日貉
Ⅱ期　平成20年２月16日貍

～３月17日豺

（３）推薦入試
Ⅰ期　11月３日貍

香川薬学部を除く全学部
11月４日豸　香川薬学部のみ

Ⅱ期　12月８日貍
薬学部・工学部・文学部のみ
（福岡・大阪・東京で実施）

（４）一般入試
前期Ａ日程　平成20年１月30日貉
前期Ｂ日程　平成20年１月31日貅
後期Ａ日程　平成20年２月19日貂
後期Ｂ日程　平成20年３月７日貊
後期Ｃ日程　平成20年３月25日貂

（５）大学入試センター試験利用入試
音楽学部を除く大学全学学部と、音楽
科を除く短期大学部全科で実施
本学での個別学力検査は行いません

平成20年度入試からの変更点
・新たにＡＯ入試を導入し、受験生の個
性をいかして受験できる入試をはじめま
した。
・薬学部・工学部・文学部で推薦入試Ⅱ
期（福岡試験場・大阪試験場・東京試験
場のみ）をおこないます。
・推薦入試、一般入試科目を検討し、薬
学部・香川薬学部・音楽学部・短期大学
部音楽科で変更になりました。
・大学入試センター試験利用入試が前
期・後期（２回）からⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期
（３回）になりました。

インターネットによる出願
・インターネットによる出願ですべての
試験日程・会場での受験が可能になりま
す。詳しくは、本学のホームページへア
クセスしてください。

http://www.bunri-u.ac.jp/

合否結果もインターネットを利用して
確認することもできます。

平
成
20
年
度

入
　
学
　
試
　
験

平成20年度 編 入 学 試 験
編 入 学 定 員

学　部 学科・コース 編入学定員

児　童　学　科 30
人間生活学部 心　理　学　科 20

人 間 生 活 学 科 ５
保健福祉学部 人 間 福 祉 学 科 5

音　楽　学　科
ピ　ア　ノコース
声　　　楽コース

音 楽 学 部 弦　楽　器コース 10
管 打 楽 器コース
電 子 楽 器コース
音 楽 療 法コース

合　　　　　計 70

学　部 学科・コース 編入学定員

食 物 栄 養 学 科
人間生活学部 メディアデザイン学科

住 居 学 科
総合政策学部 総 合 政 策 学 科

機械電子工学科 ※若干名

工 学 部
情報システム工学科
環境システム工学科
ナノ物質工学科
日 本 文 学 科

文 学 部
英米言語文化学科
コミュニケーション学科
文 化 財 学 科

薬 学 部 薬　 学　 科

香川薬学部
薬　 学　 科
薬 科 学 科

Ê
Á
Á
Á
Á
Á
Á
Á
Ë

定員に余裕が
ある場合にの
み受け入れま
すので、入試
グループ（TEL
0 8 8 - 6 0 2 -
8700*）ま
で問い合わせ
てください。

ˆ
˜
˜
˜
˜
˜
˜
˜
¯

の
共
有
財
産
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
大
変
意
義
が
あ
る
と
考

え
、
本
学
は
こ
の
宣
言
に
同
意

し
た
。

平
成
20
年
度
一
般
入
試
（
前

期
・
後
期
日
程
）
の
学
力
検
査

問
題
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
２
点
に
配
慮
す
る
。

１
　
本
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
実
現
す

る
た
め
必
要
と
認
め
る
範

囲
で
「
入
試
過
去
問
題
活

用
宣
言
」
に
参
加
し
て
い

る
大
学
の
入
試
過
去
問
題

を
使
用
し
て
出
題
す
る
こ

と
が
あ
る
。
必
ず
使
用
す

る
と
は
限
ら
な
い
。

２
　
入
試
過
去
問
題
を
使
用

す
る
際
は
、
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
も
、
一
部
改

変
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
使
用
し
た
過
去
問
題

に
つ
い
て
は
、
入
試
終
了

後
、
受
験
生
に
分
か
る
よ

う
な
形
で
公
表
す
る
。

「
入
試
過
去
問
題
活
用
宣
言
」

運
営
方
針
に
従
い
、
今
年
度
よ

り
入
試
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

本
学
は
、
平
成
20
年
度
入
試

か
ら
、
過
去
に
出
題
さ
れ
た
入

試
問
題
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
入
試
過
去
問
題
活
用
宣

言
」
大
学
に
参
加
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

学
入
試
に
使
用
さ
れ
た
入
試
問

題
は
膨
大
な
数
で
、
そ
の
中
に

は
、良
問
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
入
試
問
題
を
お
互
い

え
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か

し
近
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

定
着
、
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、

地
方
に
お
い
て
も
徐
々
に
で
は

あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
独
自

の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
受
け
入

れ
す
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
様
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
企
業
、
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
に
よ
り
ま
す
ま
す
拡
大

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
企
業
側

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
す

る
共
通
の
考
え
方
と
し
て
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

漓
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
で
き

る
だ
け
多
く
の
学
生
に
企
業

の
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
。

滷
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ

と
採
用
と

は
直
接
関

係

は

な

い
。
（
参

加
す
る
こ

と
が
採
用

の
条
件
に

な

っ

た

り
、
採
用

時
の
評
価

に
つ
な
が

る
こ
と
は

な
い
）

澆
学
生
は
ど

の
よ
う
な

こ
と
を
知

り
た
い
の

か
、
ど
の

よ
う
な
経

験
し
た
い
の
か
を
明
確
に
し

て
応
募
し
て
欲
し
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
学
生

に
よ
っ
て
短
期
間
で
は
あ
る
が

関
心
の
あ
る
企
業
や
業
界
の
就

業
体
験
を
通
じ
て
そ
の
中
身
を

知
る
良
い
機
会
で
あ
る
。
し
か

し「
み
ん
な
が
行
く
か
ら
行
く
」

と
い
う
よ
う
な
安
易
な
考
え
方

で
は
な
く
、
参
加
す
る
か
ら
に

は
し
っ
か
り
と
し
た
目
的
意
識

を
も
っ
て
事
前
の
準
備
が
不
可

欠
で
あ
る
。
本
学
で
も
県
庁
、

銀
行
、
新
聞
、
出
版
社
等
を
中

心
に
参
加
す
る
学
生
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
参
加

者
は
83
人
で
一
昨
年
に
比
較
し

倍
増
と
な
っ
た
。

科
目
、
選
択
の
２
科

目
を
履
修
す
れ
ば
、

本
学
が
卒
業
時
に
資

格
を
認
定
す
る
。
香

川
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
西
日
本
有
数
の

施
設
と
設
備
、
そ
し

て
蔵
書
数
を
誇
る
リ

サ
ー
チ
ア
ン
ド
メ
デ

ィ
ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

が
あ
る
た
め
、
こ
の

図
書
館
を
フ
ル
に
活

用
し
て
実
務
的
な
力
量
を
体
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館

司
書
は
、
図
書
の
貸
出
業
務
や

分
類
と
整
理
だ
け
が
主
な
る
仕

事
で
は
な
く
、
訪
問
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
そ
の
要
望
に
こ

た
え
る
書
籍
や
資
料
を
推
薦
で

き
る
力
量
も
求
め
ら
れ
る
。
本

学
で
は
、
内
容
ま
で
含
め
た
書

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

し
た
。
宴
会
場
で
の
仕
事
は
、

配
膳
を
し
た
り
、
い
す
を
す
ば

や
く
並
べ
替
え
た
り
、
て
き
ぱ

き
要
領
良
く
動
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
店
だ

っ
た
の
で
、
主
に
お
客
様
の
あ

い
た
食
器
を
下
げ
る
仕
事
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
直
接
お

客
様
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言

わ
れ
る
喜
び
を
、
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、
日
々

学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
担

当
の
方
に
は
、
「
あ
い
さ
つ
、

笑
顔
、
周
り
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
す
ご
く

大
事
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
３
つ
を
忘
れ
な
い
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
ご
指
導
い

た
だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

な
お
、
６
回
目
か
ら
15
回
目

ま
で
は
、
原
則
と
し
て
日
本
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
各
学

部
・
学
科
・
ク
ラ
ス
別
に
ク
ラ

ス
の
担
任
が
全
学
共
通
教
育
セ

ン
タ
ー
か
ら
示
さ
れ
た
モ
デ
ル

シ
ラ
バ
ス
を
参
考
に
し
な
が
ら

日
本
語
の
表
現
力
を
養
う
授
業

を
行
っ
た
。

諸
先
生
方
や
学
生
の
真
摯
な

取
り
組
み
の
お
陰
で
、
所
期
の

成
果
も
得
ら
れ
た
が
、
反
省
を

踏
ま
え
さ
ら
な
る
充
実
を
期
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P
P

図書館司書の
資格が

取得可能に

香川キャンパス 
文学部 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
所
属
所
属
感
・
感
・

連
帯
感
の
醸
成
を
図
る

連
帯
感
の
醸
成
を
図
る

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
所
属
感
・

連
帯
感
の
醸
成
を
図
る

「徳島文理学」 
開講 

インターンシップに
ついて

インターンシップに
ついて

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

終
え
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

終
え
て
人
間
生
活
学
部
人
間
生
活
学
科

人
間
生
活
学
部
人
間
生
活
学
科 

　
　
　
　
　
４
年
　
清
瀧
有
紀
子

　
　
　
　
　
４
年
　
清
瀧
有
紀
子 

人
間
生
活
学
部
人
間
生
活
学
科 

　
　
　
　
　
４
年
　
清
瀧
有
紀
子 

平
成
20
年
度

編
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

全
学
部
で
実
施

籍
に
対
す
る
深
い
理
解
を
も
っ

た
図
書
館
司
書
を
一
人
で
も
多

く
育
て
て
社
会
に
送
り
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

I
I
I
I
I
I
I
I
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今
回
の
テ
ー
マ
に
は
一
つ

「
徳
島
文
理
大
学
オ
リ
ジ
ナ

ル
フ
ァ
イ
ル
ケ
ー
ス
」
が
、
学

内
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
お
よ

び
購
買
で
、
４
月
よ
り
販
売
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
商
品
は
、
メ
デ
ィ
ア
デ

ザ
イ
ン
学
科
古
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
学
生
が
、
企
画
か
ら
商
品
化

ま
で
の
全
て
を
担
当
し
た
、
徳

島
文
理
大
学
で
初
め
て
の
「
学

生
発
　
大
学
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」

で
あ
る
。

学
科
の
専
門
科
目
で
あ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
を
十
分

に
い
か
し
、
約
６
０
０
名
の
学

生
お
よ
び
教
職
員
に
対
し
て
、

１
年
半
に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
誕
生
し
た
。

表
の
模
様
は
、
９
つ
の
学
部

が
調
和
を
取
り
な
が
ら
発
展
し

て
い
く
様
子
を
表
し
、
裏
に
は

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
自
立
・
協
同
」（Independence

&
C
oop

eration

）
と
学
園
創

立
年
（sin

ce
1895

）
が
記
さ

私
た
ち
徳
島
文
理
大
学
連

は
、
み
ん
な
仲
良
く
、
連
員
数

は
総
勢
１
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
半
数
以
上

が
県
外
出
身
で
、
徳
島
で
初
め

て
阿
波
踊
り
に
触
れ
た
人
も
大

勢
い
ま
す
。

時
に
は
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な

「
阿
波
踊
り
が
大
好
き
だ
！
」

と
い
う
気
持
ち
は
同
じ
で
阿
波

踊
り
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。今

年
の
春
に
は
徳
島
で
行
わ

れ
た
、
は
な
は

る
フ
ェ
ス
タ
の

阿
波
踊
り
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
場

し
ま
し
た
。
構

成
が
な
か
な
か

決
ま
ら
ず
、
朝

ま
で
み
ん
な
で

思
案
す
る
日
々

が
続
き
苦
労
し

ま
し
た
が
、
そ

の
甲
斐
あ
っ
て

見
事
４
連
覇
を

達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。お

盆
に
行
わ

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
６
月
30
日
（
香
川
キ
ャ
ン

パ
ス
）、
７
月
１
日
（
徳
島
キ

ャ
ン
パ
ス
）
に
開
催
し
た
。
当

日
は
、
多
く
の
高
校
生
や
保
護

者
な
ど
が
参
加
し
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
見
学
や
在
学
生
と
と

も
に
学
科
体
験
を
楽
し
む
姿
が

見
ら
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
実
行
委
員
や
在
学
生
と
話
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
施
設
・

設
備
が
見
学
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
満
足
し
た
様
子
で
あ
っ

た
。
８
月
、
10
月
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
も
入
試
や
奨
学

金
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

の
相
談
が
で
き
る
「
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
や
学
部
学
科
の
教
員
や

在
学
生
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

授
業
、
実
験
・
実
習
な
ど
を
す

る
こ
と
が
で
き
る「
体
験
学
習
」

の
他
に
も
「
入
試
対
策
講
座
」

や
「
学
食
体
験
」、「
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
」
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し

は
ぐ
く
み
徳
島
主
催
の
「
次

世
代
育
成
支
援
事
業
お
ぎ
ゃ
っ

と
21
」
に
本
学
児
童
学
科
の
学

生
と
と
も
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
今
年
で
４
年
目
に
な

り
ま
す
。
次
代
を
担
う
学
生
や

子
ど
も
た
ち
を
健
全
に
育
成
す

る
と
い
う
趣
旨
は
、
大
変
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。毎

年
本
事
業
へ
の
学
生
の
関

わ
り
は
、
２
通
り
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
２
ブ
ー
ス
で
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
た
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
を

約
30
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
方
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
大

変
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
３

カ
月
の
日
々
を
費
や
し
て
、
壁

面
や
遊
具
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
運
営
サ
イ
ド

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
会
場

の
案
内
か
ら
ゴ
ミ
収
集
に
至
る

ま
で
、
約
１
０
０
名
が
裏
方
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
来

場
さ
れ
る
方
が
少
し
で
も
心
地

よ
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
先
輩
か
ら
後
輩
に
徹
底
し

た
心
配
り
の
教
育
が
自
主
的
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
を
、
裏
で
各
リ
ー
ダ
ー

や
、
卒
業
生
の
尽
力
が
支
え
て

い
ま
す
。

特
に
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
は
、
こ

の
事
業
の
為
に
県
内
外
か
ら
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
そ
し
て
現
役
学
生
に

礼
儀
な
ど
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
Ｏ
Ｂ
会
主
催
の「
夢
タ
マ
ゴ
」

の
企
画
も
、
子
ど
も
や
保
護
者

に
大
変
好
評
で
し
た
。

「
全
て
は
子
ど
も
の
た
め
に
」

と
い
う
一
つ
の
熱
い
思
い
が
、

学
年
を
隔
て
た
児
童
学
科
１
５

﹇M
asterp

iece

〜
み
ん

な
の
心
に
残
る
学
祭
を
〜
﹈

今
回
の
テ
ー
マ
に
は

の
課
題
を
や
り
遂
げ
た
ら
、

そ
こ
に
立
ち
止
ま
ら
ず
に
皆

で
次
へ
と
前
進
し
て
い
こ
う

と
い
う
向
上
心
を
持
と
う
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

﹇M
asterp

iece

﹈
名
作
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
学
生
や

山
城
祭
に
来
て
下
さ
っ
た

方
々
に
と
っ
て
心
に
残
る
学

園
祭
（
傑
作
）
に
し
た
い
と

い
う
実
行
委
員
の
熱
い
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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◎
第
58
回
四
国
地
区
大
学
総
合

体
育
大
会
結
果

大
会
総
合
成
績

徳
島
文
理
大
学

第
６
位
（
22
点
）

弓
道
（
女
子
）

団
体
　
第
３
位

個
人
　
第
２
位

増
田
涼
子
（
人
間
生
活
学

部
１
年
）

弓
道
（
男
子
）

団
体
　
第
３
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
）

団
体
　
第
３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

団
体
　
第
３
位

卓
球
（
男
子
）

団
体
　
第
６
位

柔
道
（
男
子
）

団
体
　
第
３
位

柔
道
（
女
子
）

個
人
　
第
３
位

林
由
布
子（
薬
学
部
２
年
）

少
林
寺
拳
法

総
合
　
優
秀

団
体
演
武
の
部
　
優
良

単
独
演
武
段
外
の
部
（
男
子
）

優
良
　
大
西
正
訓
（
工
学

部
２
年
）

組
演
武
有
段
の
部
（
男
子
）

優
良
　
中
川
尭
亨
（
香
川

薬
学
部
２
年
）・
鹿
庭
達

希
（
文
学
部
４
年
）
組

組
演
武
段
外
の
部
（
女
子
）

優
良
　
渡
-
裕
美
（
文
学

部
２
年
）・
河
野
梨
紗
（
文

学
部
２
年
）
組

組
演
武
段
外
の
部
（
女
子
）

優
秀
　
鈴
木
貴
恵
（
文
学

部
２
年
）・
山
本
晶
代
（
香

川
薬
学
部
２
年
）
組

単
独
演
武
段
外
の
部（
女
子
）

最
優
秀
　
向
井
理
沙
（
香

川
薬
学
部
２
年
）

私
た
ち
水
上
ス
キ
ー
部
は
、

土
日
祝
と
休
み
な
く
活
動
し
て

い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と
な

る
冬
で
も
、
私
た
ち
が
活
動
し

て
い
る
論
田
町
の
勝
浦
川
で
は

一
年
中
活
動
が
で
き
る
の
で
、

冬
で
も
休
む
こ
と
な
く
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

今
、
水
上
ス
キ
ー
部
に
所
属

し
て
い
る
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が

大
学
に
入
っ
て
始
め
た
人
ば
か

り
で
あ
り
、
上
達
す
る
の
に
時

間
の
か
か
る
競
技
な
の
で
す

が
、
練
習
量
の
多
さ
と
鍛
え
ら

れ
た
精
神
力
に
よ
り
、
５
月
26

日
〜
27
日
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ
・
ス
ラ
ロ
ー

ム
部
門
で
男
子
団
体
優
勝
、
主

将
の
藤
村
昌
弘
が
個
人
優
勝
し

ま
し
た
。

昨
年
の
イ
ン

カ
レ
で
は
お
し

く
も
３
位
だ
っ

た
の
で
す
が
、

イ
ン
カ
レ
後
に

「
こ
の
く
や
し

さ
を
バ
ネ
に
優

勝
す
る
」
と
一

致
団
結
し
ま
し

た
。こ

の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
リ
ー

ズ
と
は
イ
ン
カ

レ
の
調
整
を
行

う
た
め
の
大
会

で
す
。
そ
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

リ
ー
ズ
で
優
勝

水
上
ス
キ
ー
部

し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自

信
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
今

年
の
イ
ン
カ
レ
で
の
優
勝
を
め

ざ
し
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

◎
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー
ズ
第

１
戦
（
５
月
26
日
〜
27
日
）

ス
ラ
ロ
ー
ム
男
子
団
体
　
第

１
位

ス
ラ
ロ
ー
ム
　
第
１
位

藤
村
昌
弘
（
総
合
政
策
学

部
３
年
）

ス
ラ
ロ
ー
ム
　
第
５
位

田
原
将
人
（
人
間
生
活
学

部
２
年
）

ス
ラ
ロ
ー
ム
　
第
８
位

平
野
琢
也
（
人
間
生
活
学

部
２
年
）

ト
リ
ッ
ク
　
第
10
位

平
野
琢
也
（
人
間
生
活
学

部
２
年
）

文
理
大
学
連
が

文
理
大
学
連
が 

　
「
は
な
は
る
フ
ェ
ス
タ
」
で
４
連
覇

　
「
は
な
は
る
フ
ェ
ス
タ
」
で
４
連
覇 

文
理
大
学
連
が 

　
「
は
な
は
る
フ
ェ
ス
タ
」
で
４
連
覇 

０
余
名
の
学
生
の
地
道
な
活
動

と
笑
顔
に
、
さ
わ
や
か
な
輝
き

を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
は
、
後
の

教
育
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
大
変
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

な
ど
、
人
間
的
成
長
に
も
繋
が

る
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

た
企
画
を
計
画
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
体
験
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

第
２
回
　
８
月
９
日
貅

徳
島
・
香
川

第
３
回
　
８
月
25
日
貍

徳
島
・
香
川

第
４
回
　
10
月
13
日
貍

徳
島
・
香
川

無料送迎バスを徳島・香川・愛媛・高知
の他、大阪・神戸・岡山からも運行しま
す。送迎バスご利用の方は、ホームペー
ジおよび携帯からお申し込みください。
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れ
る
阿
波
踊
り
に
も
参
加
し
ま

す
。踊

り
子
は
、
鳴
り
物
に
合
わ

せ
て
、
見
て
い
る
人
を
笑
顔
に

で
き
る
よ
う
な
踊
り
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
女
踊
り
は
、
足
を

勢
い
良
く
蹴
り
上
げ
元
気
に
笑

顔
で
踊
り
、
男
踊
り
は
、
自
由

奔
放
に
楽
し
く
踊
り
、
鳴
り
物

は
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を
ひ
と

つ
に
す
る
よ
う
な
鳴
り
物
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
毎
週
火
曜
日
と
木
曜

日
に
大
学
内
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
夏
の
本
番
が
近
く
な
る

と
、
息
の
あ
っ
た
踊
り
を
め
ざ

し
、夜
遅
く
ま
で
練
習
に
励
み
、

元
気
と
笑
顔
は
ど
こ
に
も
負
け

ま
せ
ん
。

夏
が
終
わ
っ
て
も
、
地
域
の

保
育
園
や
福
祉
施
設
、
徳
島
ヴ

ォ
ル
テ
ィ
ス
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

な
ど
で
踊
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
１
年
中
が
阿
波
踊
り

で
す
。

町
で
見
か
け
た
ら
、
若
さ
あ

ふ
れ
る
徳
島
文
理
大
学
連
の
踊

り
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

れ
て
い
る
。

「
徳
島
文
理

大
学
を
世
界
に

向
け
て
発
信
し

た
い
」と
い
う
、

学
生
た
ち
の
強

い
願
い
が
込
め

ら
れ
た
商
品

で
、
色
は
ブ
ル

ー
、
ピ
ン
ク
、

透
明
の
３
色
か

ら
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
大
変

好
調
な
売
れ
行

き
で
、
現
在
新

し
い
商
品
を
開

発
中
で
あ
る
。

学生プロデュースによる

オリジナルファイルケース
販売 
開始 

人間生活学部　メディアデザイン学科 
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第
43
回
山
城
祭

（
徳
島
校
）

第
22
回
杏
樹
祭

（
香
川
校
）


